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就
任
に
あ
た
っ
て 

こ
の
度
、
私
ど
も
小
峰
陽
一
、
澤
本

幹
男
が
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２

名
削
減
し
12
名
か
ら
10
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
皆
様
に
選
ば
れ
た
議
員

が
、
町
民
の
声
を
背
景
に
し
て
政
策
の

提
案
、
議
論
を
し
て
、
町
政
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
２
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
町
議
会
の
役
割
で
あ
り

ま
す
。
町
を
取
巻
く
環
境
は
、
毎
年
変

化
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
・
防
災
・
減

災
対
策
等
、
重
要
な
政
策
課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
は
、
町
民

皆
様
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
皆
様
が
明
る
い
未
来
を
確
信
で

き
る
町
を
目
指
し
て
、
町
政
に
皆
様
の

声
が
届
く
よ
う
に
行
政
と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
議
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

 

 

–21 

      

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
議席 

番号 

原

島

 

幸

次 

高

橋

 

邦

男 

宮

野

 
 

亨 

小

峰

 

陽

一 

澤

本

 

幹

男 

大

澤

由

香

里 

相

田

恵

美

子 

森

田

 

紀

子 

伊

藤

 

英

人 

榎

戸

雄

一 

議

員

名 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

山
な
み
会 

公

明

党 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

日

本 

共

産

党 

ガ
ジ
ュ
マ
ル 

の
会 

宇

宙

会 

ど
ん
ぐ
り 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

会

派

名 

小 こ

 

峰 み
ね 

陽 よ
う 

一 い
ち 

議

長 

議
員
歴
３
期 

副
議
長
、
経
済
厚
生
常
任
委
員
長
等 

歴
任 

澤 さ
わ 

本 も
と 

幹 み
き 

男 お

 

副
議
長 

議
員
歴
３
期 

監
査
委
員
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
等

歴
任 

第２０８号 
令和 6 年 2 月 5 日発行 

編集・発行 奥多摩町議会 電話 0428-83-2302（直通） 奥多摩町ホームページ httpｓ: //www.town.okutama.tokyo.jp/  
原島 匠・書 

令令
和和
５５
年年
1122
月月
かか
らら
２２
名名
減減
のの

1122
名名
かか
らら
1100
名名
でで
スス
タタ
ーー
トト
！！  

町町 議議 会会 がが 新新 体体 制制 とと なな りり まま しし たた  

 1

   

                      

   

就
任
に
あ
た
っ
て 

こ
の
度
、
私
ど
も
小
峰
陽
一
、
澤
本

幹
男
が
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２

名
削
減
し
12
名
か
ら
10
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
皆
様
に
選
ば
れ
た
議
員

が
、
町
民
の
声
を
背
景
に
し
て
政
策
の

提
案
、
議
論
を
し
て
、
町
政
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
２
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
町
議
会
の
役
割
で
あ
り

ま
す
。
町
を
取
巻
く
環
境
は
、
毎
年
変

化
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
・
防
災
・
減

災
対
策
等
、
重
要
な
政
策
課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
は
、
町
民

皆
様
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
皆
様
が
明
る
い
未
来
を
確
信
で

き
る
町
を
目
指
し
て
、
町
政
に
皆
様
の

声
が
届
く
よ
う
に
行
政
と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
議
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

 

 

–21 

      

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
議席 

番号 

原

島

 

幸

次 

高

橋

 

邦

男 

宮

野

 
 

亨 

小

峰

 

陽

一 

澤

本

 

幹

男 

大

澤

由

香

里 

相

田

恵

美

子 

森

田

 

紀

子 

伊

藤

 

英

人 

榎

戸

雄

一 

議

員

名 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

山
な
み
会 

公

明

党 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

日

本 

共

産

党 

ガ
ジ
ュ
マ
ル 

の
会 

宇

宙

会 

ど
ん
ぐ
り 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

会

派

名 

小 こ

 

峰 み
ね 

陽 よ
う 

一 い
ち 

議

長 

議
員
歴
３
期 

副
議
長
、
経
済
厚
生
常
任
委
員
長
等 

歴
任 

澤 さ
わ 

本 も
と 

幹 み
き 

男 お

 

副
議
長 

議
員
歴
３
期 

監
査
委
員
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
等

歴
任 

第２０８号 
令和 6 年 2 月 5 日発行 

編集・発行 奥多摩町議会 電話 0428-83-2302（直通） 奥多摩町ホームページ httpｓ: //www.town.okutama.tokyo.jp/  
原島 匠・書 

令令
和和
５５
年年
1122
月月
かか
らら
２２
名名
減減
のの

1122
名名
かか
らら
1100
名名
でで
スス
タタ
ーー
トト
！！  

町町 議議 会会 がが 新新 体体 制制 とと なな りり まま しし たた  

 1
   

                      

   

就
任
に
あ
た
っ
て 

こ
の
度
、
私
ど
も
小
峰
陽
一
、
澤
本

幹
男
が
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２

名
削
減
し
12
名
か
ら
10
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
皆
様
に
選
ば
れ
た
議
員

が
、
町
民
の
声
を
背
景
に
し
て
政
策
の

提
案
、
議
論
を
し
て
、
町
政
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
２
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
町
議
会
の
役
割
で
あ
り

ま
す
。
町
を
取
巻
く
環
境
は
、
毎
年
変

化
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
・
防
災
・
減

災
対
策
等
、
重
要
な
政
策
課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
は
、
町
民

皆
様
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
皆
様
が
明
る
い
未
来
を
確
信
で

き
る
町
を
目
指
し
て
、
町
政
に
皆
様
の

声
が
届
く
よ
う
に
行
政
と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
議
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

 

 

–21 

      

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
議席 

番号 

原

島

 

幸

次 

高

橋

 

邦

男 

宮

野

 
 

亨 

小

峰

 

陽

一 

澤

本

 

幹

男 

大

澤

由

香

里 

相

田

恵

美

子 

森

田

 

紀

子 

伊

藤

 

英

人 

榎

戸

雄

一 

議

員

名 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

山
な
み
会 

公

明

党 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

日

本 

共

産

党 

ガ
ジ
ュ
マ
ル 

の
会 

宇

宙

会 

ど
ん
ぐ
り 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

会

派

名 

小 こ

 

峰 み
ね 

陽 よ
う 

一 い
ち 

議

長 

議
員
歴
３
期 

副
議
長
、
経
済
厚
生
常
任
委
員
長
等 

歴
任 

澤 さ
わ 

本 も
と 

幹 み
き 

男 お

 

副
議
長 

議
員
歴
３
期 

監
査
委
員
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
等

歴
任 

第２０８号 
令和 6 年 2 月 5 日発行 

編集・発行 奥多摩町議会 電話 0428-83-2302（直通） 奥多摩町ホームページ httpｓ: //www.town.okutama.tokyo.jp/  
原島 匠・書 

令令
和和
５５
年年
1122
月月
かか
らら
２２
名名
減減
のの

1122
名名
かか
らら
1100
名名
でで
スス
タタ
ーー
トト
！！  

町町 議議 会会 がが 新新 体体 制制 とと なな りり まま しし たた  

 1
   

                      

   

就
任
に
あ
た
っ
て 

こ
の
度
、
私
ど
も
小
峰
陽
一
、
澤
本

幹
男
が
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２

名
削
減
し
12
名
か
ら
10
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
皆
様
に
選
ば
れ
た
議
員

が
、
町
民
の
声
を
背
景
に
し
て
政
策
の

提
案
、
議
論
を
し
て
、
町
政
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
２
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
町
議
会
の
役
割
で
あ
り

ま
す
。
町
を
取
巻
く
環
境
は
、
毎
年
変

化
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
・
防
災
・
減

災
対
策
等
、
重
要
な
政
策
課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
は
、
町
民

皆
様
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
皆
様
が
明
る
い
未
来
を
確
信
で

き
る
町
を
目
指
し
て
、
町
政
に
皆
様
の

声
が
届
く
よ
う
に
行
政
と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
議
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

 

 

–21 

      

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
議席 

番号 

原

島

 

幸

次 

高

橋

 

邦

男 

宮

野

 
 

亨 

小

峰

 

陽

一 

澤

本

 

幹

男 

大

澤

由

香

里 

相

田

恵

美

子 

森

田

 

紀

子 

伊

藤

 

英

人 

榎

戸

雄

一 

議

員

名 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

山
な
み
会 

公

明

党 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

日

本 

共

産

党 

ガ
ジ
ュ
マ
ル 

の
会 

宇

宙

会 

ど
ん
ぐ
り 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

会

派

名 

小 こ

 

峰 み
ね 

陽 よ
う 

一 い
ち 

議

長 

議
員
歴
３
期 

副
議
長
、
経
済
厚
生
常
任
委
員
長
等 

歴
任 

澤 さ
わ 

本 も
と 

幹 み
き 

男 お

 

副
議
長 

議
員
歴
３
期 

監
査
委
員
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
等

歴
任 

第２０８号 
令和 6 年 2 月 5 日発行 

編集・発行 奥多摩町議会 電話 0428-83-2302（直通） 奥多摩町ホームページ httpｓ: //www.town.okutama.tokyo.jp/  
原島 匠・書 

令令
和和
５５
年年
1122
月月
かか
らら
２２
名名
減減
のの

1122
名名
かか
らら
1100
名名
でで
スス
タタ
ーー
トト
！！  

町町 議議 会会 がが 新新 体体 制制 とと なな りり まま しし たた  

 1
   

                      

   

就
任
に
あ
た
っ
て 

こ
の
度
、
私
ど
も
小
峰
陽
一
、
澤
本

幹
男
が
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２

名
削
減
し
12
名
か
ら
10
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
皆
様
に
選
ば
れ
た
議
員

が
、
町
民
の
声
を
背
景
に
し
て
政
策
の

提
案
、
議
論
を
し
て
、
町
政
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
２
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
町
議
会
の
役
割
で
あ
り

ま
す
。
町
を
取
巻
く
環
境
は
、
毎
年
変

化
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
・
防
災
・
減

災
対
策
等
、
重
要
な
政
策
課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
は
、
町
民

皆
様
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
皆
様
が
明
る
い
未
来
を
確
信
で

き
る
町
を
目
指
し
て
、
町
政
に
皆
様
の

声
が
届
く
よ
う
に
行
政
と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
議
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

 

 

–21 

      

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
議席 

番号 

原

島

 

幸

次 

高

橋

 

邦

男 

宮

野

 
 

亨 

小

峰

 

陽

一 

澤

本

 

幹

男 

大

澤

由

香

里 

相

田

恵

美

子 

森

田

 

紀

子 

伊

藤

 

英

人 

榎

戸

雄

一 

議

員

名 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

山
な
み
会 

公

明

党 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

日

本 

共

産

党 

ガ
ジ
ュ
マ
ル 

の
会 

宇

宙

会 

ど
ん
ぐ
り 

自 

民 

党 

清 

新 

会 

会

派

名 

小 こ

 

峰 み
ね 

陽 よ
う 

一 い
ち 

議

長 

議
員
歴
３
期 

副
議
長
、
経
済
厚
生
常
任
委
員
長
等 

歴
任 

澤 さ
わ 

本 も
と 

幹 み
き 

男 お

 

副
議
長 

議
員
歴
３
期 

監
査
委
員
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
等

歴
任 

第２０８号 
令和 6 年 2 月 5 日発行 

編集・発行 奥多摩町議会 電話 0428-83-2302（直通） 奥多摩町ホームページ httpｓ: //www.town.okutama.tokyo.jp/  
原島 匠・書 

令令
和和
５５
年年
1122
月月
かか
らら
２２
名名
減減
のの

1122
名名
かか
らら
1100
名名
でで
スス
タタ
ーー
トト
！！  

町町 議議 会会 がが 新新 体体 制制 とと なな りり まま しし たた  

 1
   

                      

   

就
任
に
あ
た
っ
て 

こ
の
度
、
私
ど
も
小
峰
陽
一
、
澤
本

幹
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が
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副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２

名
削
減
し
12
名
か
ら
10
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
皆
様
に
選
ば
れ
た
議
員

が
、
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の
声
を
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景
に
し
て
政
策
の

提
案
、
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論
を
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て
、
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を
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こ
と
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、
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の

一
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を
担
う
町
議
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の
役
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で
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。
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は
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に
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防
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・
減

災
対
策
等
、
重
要
な
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課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
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す
。
議
員
は
、
町
民

皆
様
に
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れ
た
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う
こ
と
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に
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じ
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皆
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よ
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に
行
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と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
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今
後
も
議
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
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町町 議議 会会 がが 新新 体体 制制 とと なな りり まま しし たた  
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就
任
に
あ
た
っ
て 

こ
の
度
、
私
ど
も
小
峰
陽
一
、
澤
本

幹
男
が
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２

名
削
減
し
12
名
か
ら
10
名
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
皆
様
に
選
ば
れ
た
議
員

が
、
町
民
の
声
を
背
景
に
し
て
政
策
の

提
案
、
議
論
を
し
て
、
町
政
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
２
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
町
議
会
の
役
割
で
あ
り

ま
す
。
町
を
取
巻
く
環
境
は
、
毎
年
変

化
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
・
防
災
・
減

災
対
策
等
、
重
要
な
政
策
課
題
が
山

積
み
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
は
、
町
民

皆
様
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
皆
様
が
明
る
い
未
来
を
確
信
で

き
る
町
を
目
指
し
て
、
町
政
に
皆
様
の

声
が
届
く
よ
う
に
行
政
と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
議
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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２
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令
和
５
年
11
月
27
日
、
第
１
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

   

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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員
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び
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関
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る
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一
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改
正
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る
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例 

  
 
 

【 

補
正
予
算 

】 
 
 

 

 

○
議
案
第
56
号 

 

一
般
会
計
（
第
３
号
） 

○
議
案
第
57
号 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

○
議
案
第
58
号 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

（
第
２
号
） 

                  

  

  

12
月
１
日
、
第
２
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ

め
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
、
一

部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
等
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

 

《
◎◎
委委
員員
長長  

○○
副副
委委
員員
長長
》》  

総総
務務
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会
（（
５５
名名
））  

◎
原
島
幸
次 

 

〇
相
田
恵
美
子 

伊
藤
英
人 

 
 

小
峰
陽
一 

宮
野 

亨 

経経
済済
厚厚
生生
常常
任任
委委
員員
会会
（（
５５
名名
）） 

◎
大
澤
由
香
里 

〇
森
田
紀
子 

 

榎
戸
雄
一 

 
 

澤
本
幹
男 

 

高
橋
邦
男 

議議
会会
運運
営営
委委
員員
会会
（（
５５
名名
）） 

◎
宮
野 

亨 
 

〇
大
澤
由
香
里 

 

澤
本
幹
男 

 
 

高
橋
邦
男 

 
原
島
幸
次 

 
 

 
西西
秋秋
川川
衛衛
生生
組組
合合
議議
会会
（（
３３
名名
））  

 

大
澤
由
香
里 

 

澤
本
幹
男 

 
 

 

原
島
幸
次 

秋秋
川川
流流
域域
斎斎
場場
組組
合合
議議
会会
（（
２２
名名
））  

 

相
田
恵
美
子 

 

宮
野 

亨 

三三
多多
摩摩
上上
下下
水水
及及
びび
道道
路路
建建
設設
促促
進進

協協
議議
会会
（（
４４
名名
））  

監
事 

小
峰
陽
一 

第
１
委
員
会
（
上
水
）
森
田
紀
子 

第
２
委
員
会
（
下
水
）
伊
藤
英
人 

第
３
委
員
会
（
道
路
）
榎
戸
雄
一 

三三
鷹鷹
・・
立立
川川
間間
立立
体体
化化
複複
々々
線線
促促
進進
協協

議議
会会
（（
２２
名名
））  

小
峰
陽
一 

 
 

原
島
幸
次 

多多
摩摩
地地
域域
都都
市市
モモ
ノノ
レレ
ーー
ルル
等等
建建
設設

促促
進進
協協
議議
会会
（（
２２
名名
））  

小
峰
陽
一 

 
 

原
島
幸
次 

多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
建建
設設
促促
進進
協協
議議
会会

（（
７７
名名
））  

◎
原
島
幸
次 

 

○
宮
野 

亨 

伊
藤
英
人 

 
 

森
田
紀
子 

相
田
恵
美
子 

 

澤
本
幹
男 

小
峰
陽
一 

 議議
会会
だだ
よよ
りり
編編
集集
委委
員員
会会
（（
５５
名名
））  

◎
澤
本
幹
男 

 
 

榎
戸
雄
一 

伊
藤
英
人 

 
 

相
田
恵
美
子 

高
橋
邦
男 

 
 

 

第第
１１
回回
臨臨
時時
町町
議議
会会  

第第
２２
回回
臨臨
時時
町町
議議
会会  

 

賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 議席番号

原
島
　
幸
次

高
橋
　
邦
男

宮
野
　
　
亨

石
田
　
芳
英

小
峰
　
陽
一

澤
本
　
幹
男

大
澤 

由
香
里

木
村
　
　
圭

小
山
　
辰
美

相
田 
恵
美
子

森
田
　
紀
子

伊
藤
　
英
人

議　
員
名　　

 議案番号

○ ※ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ 議案第53号

○ ※ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 議案第54号

【賛成・・・〇反対・・・× ※議長は裁決に加わらないが賛否同数の場合は議長が決裁します。】

令和 6年 2月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 208 号（2）



 3
表表
彰彰
審審
査査
委委
員員
会会
（（
４４
名名
））  

 
大
澤
由
香
里 

澤
本
幹
男 

 

小
峰
陽
一 

 

原
島
幸
次 

 

青青
少少
年年
問問
題題
協協
議議
会会
（（
３３
名名
））  

伊
藤
英
人 

 
相
田
恵
美
子 

宮
野 

亨 

下下
水水
道道
事事
業業
運運
営営
委委
員員
会会
（（
２２
名名
））  

伊
藤
英
人 

 

森
田
紀
子 

健健
康康
づづ
くく
りり
推推
進進
協協
議議
会会
（（
１１
名名
））  

榎
戸
雄
一 

国国
民民
健健
康康
保保
険険
運運
営営
協協
議議
会会
（（
１１
名名
））  

原
島
幸
次 

環環
境境
審審
議議
会会
（（
３３
名名
））  

榎
戸
雄
一 

 

森
田
紀
子 

高
橋
邦
男 

小小
口口
事事
業業
資資
金金
融融
資資
制制
度度
等等
審審
議議
会会

（（
３３
名名
））  

榎
戸
雄
一 

 

大
澤
由
香
里 

高
橋
邦
男 

消消
防防
団団
員員
等等
公公
務務
災災
害害
給給
与与
金金
支支
給給

審審
査査
委委
員員
会会
（（
３３
名名
））  

澤
本
幹
男 

小
峰
陽
一 

 

原
島
幸
次 

西西
多多
摩摩
地地
域域
広広
域域
行行
政政
圏圏
協協
議議
会会
審審

議議
会会
（（
３３
名名
））  

澤
本
幹
男 

 
 

小
峰
陽
一 

原
島
幸
次 

三三
かか
町町
村村
議議
会会
議議
員員
広広
域域
連連
絡絡
協協
議議

会会
（（
1100
名名
））  

全
議
員 

大大
多多
摩摩
観観
光光
連連
盟盟
（（
１１
名名
））  

参
与 

小
峰
陽
一 

奥奥
多多
摩摩
町町
・・
檜檜
原原
村村
間間
連連
絡絡
道道
路路
建建
設設

促促
進進
協協
議議
会会
（（
７７
名名
））  

森
田
紀
子 
 
 

相
田
恵
美
子 

大
澤
由
香
里 

 

澤
本
幹
男 

小
峰
陽
一 

 
 

宮
野 

亨 

原
島
幸
次 

      

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
19
日
か

ら
12
月
22
日
ま
で
の
、
会
期
４
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 

【 

条 
 

例 

】 
 
 

 

 

○
議
案
第
59
号 

 

奥
多
摩
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
60
号 

 

奥
多
摩
町
営
住
宅
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

  
 
 

【 

財 
 

産 

】 
 
 

 
 

○
議
案
第
61
号 

財
産
（
土
地
）
の
取
得 

  
 
 

【 

人 
 

事 

】 
 
 

 

 
○
議
案
第
62
号 

 

監
査
委
員
の
選
任
の
同
意 

 

高
橋 

邦
男
氏
（
新
任
） 

 

（
棚
澤
在
住
） 

 
 
 

 

【 

補
正
予
算 

】 
 
 

 
 

 

○
議
案
第
63
号 

一
般
会
計
（
第
４
号
） 

〇
議
案
第
64
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
65
号 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

（
第
３
号
） 

 

   

 

審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
１
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 
 

【
継
続
審
査
と
し
た
も
の
】 

 
 

 
 〇

陳
情
第
７
号 

「
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
対
策
と 

し
て
、
ト
リ
ガ
ー
条
項
の
発
動
と 

ガ
ソ
リ
ン
税
・
軽
油
取
引
税
へ
の 

消
費
税
課
税
停
止
・
見
直
し
を
求 

め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
す 

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書 

 

 

第第
４４
回回
定定
例例
町町
議議
会会  

陳陳  

情情  

のの  

取取  

扱扱  

いい  

 3
表表
彰彰
審審
査査
委委
員員
会会
（（
４４
名名
））  

 
大
澤
由
香
里 

澤
本
幹
男 

 

小
峰
陽
一 

 

原
島
幸
次 

 

青青
少少
年年
問問
題題
協協
議議
会会
（（
３３
名名
））  

伊
藤
英
人 

 
相
田
恵
美
子 

宮
野 

亨 

下下
水水
道道
事事
業業
運運
営営
委委
員員
会会
（（
２２
名名
））  

伊
藤
英
人 

 

森
田
紀
子 

健健
康康
づづ
くく
りり
推推
進進
協協
議議
会会
（（
１１
名名
））  

榎
戸
雄
一 

国国
民民
健健
康康
保保
険険
運運
営営
協協
議議
会会
（（
１１
名名
））  

原
島
幸
次 

環環
境境
審審
議議
会会
（（
３３
名名
））  

榎
戸
雄
一 

 

森
田
紀
子 

高
橋
邦
男 

小小
口口
事事
業業
資資
金金
融融
資資
制制
度度
等等
審審
議議
会会

（（
３３
名名
））  

榎
戸
雄
一 

 

大
澤
由
香
里 

高
橋
邦
男 

消消
防防
団団
員員
等等
公公
務務
災災
害害
給給
与与
金金
支支
給給

審審
査査
委委
員員
会会
（（
３３
名名
））  

澤
本
幹
男 

 

小
峰
陽
一 

 

原
島
幸
次 

西西
多多
摩摩
地地
域域
広広
域域
行行
政政
圏圏
協協
議議
会会
審審

議議
会会
（（
３３
名名
））  

澤
本
幹
男 

 
 

小
峰
陽
一 

原
島
幸
次 

三三
かか
町町
村村
議議
会会
議議
員員
広広
域域
連連
絡絡
協協
議議

会会
（（
1100
名名
））  

全
議
員 

大大
多多
摩摩
観観
光光
連連
盟盟
（（
１１
名名
））  

参
与 

小
峰
陽
一 

奥奥
多多
摩摩
町町
・・
檜檜
原原
村村
間間
連連
絡絡
道道
路路
建建
設設

促促
進進
協協
議議
会会
（（
７７
名名
））  

森
田
紀
子 
 
 

相
田
恵
美
子 

大
澤
由
香
里 

 

澤
本
幹
男 

小
峰
陽
一 

 
 

宮
野 

亨 

原
島
幸
次 

      

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
19
日
か

ら
12
月
22
日
ま
で
の
、
会
期
４
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 

【 

条 
 

例 

】 
 
 

 

 

○
議
案
第
59
号 

 

奥
多
摩
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
60
号 

 

奥
多
摩
町
営
住
宅
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

  
 
 

【 

財 
 

産 

】 
 
 

 
 

○
議
案
第
61
号 

財
産
（
土
地
）
の
取
得 

  
 
 

【 

人 
 

事 

】 
 
 

 

 
○
議
案
第
62
号 

 

監
査
委
員
の
選
任
の
同
意 

 

高
橋 

邦
男
氏
（
新
任
） 

 

（
棚
澤
在
住
） 

 
 
 

 

【 

補
正
予
算 

】 
 
 

 
 

 

○
議
案
第
63
号 

 

一
般
会
計
（
第
４
号
） 

〇
議
案
第
64
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
65
号 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

（
第
３
号
） 

 

   

 

審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
１
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 
 

【
継
続
審
査
と
し
た
も
の
】 

 
 

 
 〇

陳
情
第
７
号 

「
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
対
策
と 

し
て
、
ト
リ
ガ
ー
条
項
の
発
動
と 

ガ
ソ
リ
ン
税
・
軽
油
取
引
税
へ
の 

消
費
税
課
税
停
止
・
見
直
し
を
求 

め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
す 

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書 

 

 

第第
４４
回回
定定
例例
町町
議議
会会  

陳陳  

情情  

のの  

取取  

扱扱  

いい  

 3
表表
彰彰
審審
査査
委委
員員
会会
（（
４４
名名
））  

 
大
澤
由
香
里 

澤
本
幹
男 

 

小
峰
陽
一 

 

原
島
幸
次 

 

青青
少少
年年
問問
題題
協協
議議
会会
（（
３３
名名
））  

伊
藤
英
人 

 
相
田
恵
美
子 

宮
野 

亨 

下下
水水
道道
事事
業業
運運
営営
委委
員員
会会
（（
２２
名名
））  

伊
藤
英
人 

 

森
田
紀
子 

健健
康康
づづ
くく
りり
推推
進進
協協
議議
会会
（（
１１
名名
））  

榎
戸
雄
一 

国国
民民
健健
康康
保保
険険
運運
営営
協協
議議
会会
（（
１１
名名
））  

原
島
幸
次 

環環
境境
審審
議議
会会
（（
３３
名名
））  

榎
戸
雄
一 

 

森
田
紀
子 

高
橋
邦
男 

小小
口口
事事
業業
資資
金金
融融
資資
制制
度度
等等
審審
議議
会会

（（
３３
名名
））  

榎
戸
雄
一 

 

大
澤
由
香
里 

高
橋
邦
男 

消消
防防
団団
員員
等等
公公
務務
災災
害害
給給
与与
金金
支支
給給

審審
査査
委委
員員
会会
（（
３３
名名
））  

澤
本
幹
男 

 

小
峰
陽
一 

 

原
島
幸
次 

西西
多多
摩摩
地地
域域
広広
域域
行行
政政
圏圏
協協
議議
会会
審審

議議
会会
（（
３３
名名
））  

澤
本
幹
男 

 
 

小
峰
陽
一 

原
島
幸
次 

三三
かか
町町
村村
議議
会会
議議
員員
広広
域域
連連
絡絡
協協
議議

会会
（（
1100
名名
））  

全
議
員 

大大
多多
摩摩
観観
光光
連連
盟盟
（（
１１
名名
））  

参
与 

小
峰
陽
一 

奥奥
多多
摩摩
町町
・・
檜檜
原原
村村
間間
連連
絡絡
道道
路路
建建
設設

促促
進進
協協
議議
会会
（（
７７
名名
））  

森
田
紀
子 
 
 

相
田
恵
美
子 

大
澤
由
香
里 

 

澤
本
幹
男 

小
峰
陽
一 

 
 

宮
野 

亨 

原
島
幸
次 

      

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
19
日
か

ら
12
月
22
日
ま
で
の
、
会
期
４
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 

【 

条 
 

例 

】 
 
 

 

 

○
議
案
第
59
号 

 

奥
多
摩
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
60
号 

 

奥
多
摩
町
営
住
宅
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

  
 
 

【 

財 
 

産 

】 
 
 

 
 

○
議
案
第
61
号 

財
産
（
土
地
）
の
取
得 

  
 
 

【 

人 
 

事 

】 
 
 

 

 
○
議
案
第
62
号 

 

監
査
委
員
の
選
任
の
同
意 

 

高
橋 

邦
男
氏
（
新
任
） 

 

（
棚
澤
在
住
） 

 
 
 

 

【 

補
正
予
算 

】 
 
 

 
 

 

○
議
案
第
63
号 

 

一
般
会
計
（
第
４
号
） 

〇
議
案
第
64
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
65
号 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

（
第
３
号
） 

 

   

 

審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
１
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 
 

【
継
続
審
査
と
し
た
も
の
】 

 
 

 
 〇

陳
情
第
７
号 

「
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
対
策
と 

し
て
、
ト
リ
ガ
ー
条
項
の
発
動
と 

ガ
ソ
リ
ン
税
・
軽
油
取
引
税
へ
の 

消
費
税
課
税
停
止
・
見
直
し
を
求 

め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
す 

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書 

 

 

第第
４４
回回
定定
例例
町町
議議
会会  

陳陳  

情情  

のの  

取取  

扱扱  

いい  
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ＱＲコード

令令和和５５年年第第４４回回定定例例会会でではは、、９９名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、

内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、２２月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジ

でで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果）））） 

 町町ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。 

 ままたた、、町町内内各各図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。 

 

（（１１））６６番番 澤澤本本 幹幹男男議議員員（（５５ペペーージジ）） 

 ①①古古里里駅駅東東側側踏踏切切山山側側のの町町道道ににつついいてて 

 ②②境境のの白白髭髭神神社社下下のの「「むむかかしし道道」」ににつついいてて 

  

（（２２））８８番番 宮宮野野  亨亨議議員員（（５５ペペーージジ）） 

 ①①交交通通弱弱者者ににつついいてて 

 

（（３３））９９番番 高高橋橋 邦邦男男議議員員（（６６ペペーージジ）） 

 ①①師師岡岡町町政政のの成成果果とと課課題題、、今今後後のの町町政政運運営営

ににつついいてて 

 ②②町町制制施施行行 7700 周周年年にに向向けけてて 

   

（（４４））1100 番番 原原島島 幸幸次次議議員員（（６６ペペーージジ）） 

 ①①当当町町のの選選挙挙ににおおけけるる「「投投票票弱弱者者」」にに対対すす

るる支支援援体体制制ににつついいてて 

   

（（５５））４４番番 相相田田恵恵美美子子議議員員（（７７ペペーージジ）） 

 ①①高高齢齢者者等等ごごみみ出出しし困困難難者者支支援援事事業業ににつつ

いいてて 

②②学学校校ののトトイイレレにに生生理理用用品品のの設設置置をを 

 

（（６６））２２番番 伊伊藤藤 英英人人議議員員（（７７ペペーージジ）） 

 ①①ブブロロッックク塀塀のの撤撤去去補補助助をを 

  安安全全とと景景観観にに配配慮慮ししたたままちちななみみづづくくりりをを 

②②店店舗舗のの改改修修補補助助をを  

店店舗舗版版空空きき家家ババンンククをを 

③③川川苔苔山山のの登登山山路路ににトトイイレレをを 

   ククララウウドドフファァンンデディィンンググ等等のの実実施施をを 

 

（（７７））３３番番 森森田田 紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ）） 

 ①①福福祉祉ササーービビススボボラランンテティィアアのの担担いい手手ににつつ

いいてて 

②②奥奥多多摩摩町町暮暮ららししのの安安心心ササポポーートトににつついいてて 

 

（（８８））５５番番 大大澤澤由由香香里里議議員員（（８８ペペーージジ）） 

 ①①加加齢齢性性難難聴聴者者のの支支援援ににつついいてて 

 ②②学学校校のの女女子子トトイイレレにに生生理理用用品品をを 

 

（（９９））１１番番 榎榎戸戸 雄雄一一議議員員（（９９ペペーージジ）） 

①①大大丹丹波波会会館館ににつついいてて 

  

 4

                            

                            

                            

                          
 

 

ＱＲコード 

 令令和和５５年年第第４４回回定定例例会会でではは、、９９名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、

内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、２２月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジ

でで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  町町ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

  ままたた、、町町内内各各図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

  

（（１１））６６番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①古古里里駅駅東東側側踏踏切切山山側側のの町町道道ににつついいてて  

  ②②境境のの白白髭髭神神社社下下のの「「むむかかしし道道」」ににつついいてて  

    

（（２２））８８番番  宮宮野野    亨亨議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①交交通通弱弱者者ににつついいてて  

  

（（３３））９９番番  高高橋橋  邦邦男男議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①師師岡岡町町政政のの成成果果とと課課題題、、今今後後のの町町政政運運営営

ににつついいてて  

  ②②町町制制施施行行 7700 周周年年にに向向けけてて  

      

（（４４））1100 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①当当町町のの選選挙挙ににおおけけるる「「投投票票弱弱者者」」にに対対すす

るる支支援援体体制制ににつついいてて  

      

（（５５））４４番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①高高齢齢者者等等ごごみみ出出しし困困難難者者支支援援事事業業ににつつ

いいてて  

②②学学校校ののトトイイレレにに生生理理用用品品のの設設置置をを  

  

（（６６））２２番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①ブブロロッックク塀塀のの撤撤去去補補助助をを  

    安安全全とと景景観観にに配配慮慮ししたたままちちななみみづづくくりりをを  

②②店店舗舗のの改改修修補補助助をを    

店店舗舗版版空空きき家家ババンンククをを  

③③川川苔苔山山のの登登山山路路ににトトイイレレをを  

      ククララウウドドフファァンンデディィンンググ等等のの実実施施をを  

  

（（７７））３３番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

  ①①福福祉祉ササーービビススボボラランンテティィアアのの担担いい手手ににつつ

いいてて  

②②奥奥多多摩摩町町暮暮ららししのの安安心心ササポポーートトににつついいてて  

  

（（８８））５５番番  大大澤澤由由香香里里議議員員（（８８ペペーージジ））  

  ①①加加齢齢性性難難聴聴者者のの支支援援ににつついいてて  

  ②②学学校校のの女女子子トトイイレレにに生生理理用用品品をを  

  

（（９９））１１番番  榎榎戸戸  雄雄一一議議員員（（９９ペペーージジ））  

①①大大丹丹波波会会館館ににつついいてて  
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質質
問問
１１
古古
里里
駅駅
東東
側側
のの
すす
ぐぐ
近近
くく
にに
ＪＪ
ＲＲ

青青
梅梅
線線
のの
踏踏
切切
がが
ああ
るる
がが
、、
そそ
のの
踏踏
切切
をを
渡渡

るる
とと
ＴＴ
字字
路路
にに
なな
っっ
てて
おお
りり
、、
そそ
のの
町町
道道
はは

山山
側側
だだ
けけ
がが
非非
常常
にに
狭狭
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
。。  

ここ
のの
山山
側側
のの
地地
区区
にに
はは
保保
育育
園園
やや
おお
寺寺
がが

ああ
りり
多多
くく
のの
車車
がが
通通
行行
しし
てて
いい
るる
。。
まま
たた
、、

大大
型型
車車
もも
通通
行行
すす
るる
のの
でで
接接
触触
等等
のの
危危
険険

がが
ああ
りり
歩歩
行行
者者
もも
危危
険険
でで
ああ
るる
。。
古古
里里
駅駅
東東

側側
踏踏
切切
山山
側側
のの
狭狭
いい
町町
道道
のの
改改
修修
をを
どど
のの

様様
にに
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。  

質質
問問
２２
奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
はは
春春
はは
桜桜
、、
秋秋
にに

はは
紅紅
葉葉
をを
楽楽
しし
むむ
奥奥
多多
摩摩
をを
代代
表表
すす
るる
ハハ

イイ
キキ
ンン
ググ
ココ
ーー
スス
でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
境境
地地
区区

にに
ああ
るる
白白
髭髭
神神
社社
下下
付付
近近
のの
岩岩
盤盤
にに
亀亀
裂裂

がが
でで
きき
てて
いい
てて
危危
険険
をを
感感
じじ
てて
いい
るる
。。
町町
はは

定定
期期
的的
なな
パパ
トト
ロロ
ーー
ルル
やや
点点
検検
やや
清清
掃掃
、、
維維

持持
補補
修修
工工
事事
をを
実実
施施
すす
るる
とと
言言
っっ
てて
いい
るる

がが
、、
台台
風風
やや
大大
雨雨
のの
被被
害害
でで
崩崩
れれ
てて
しし
まま
いい

観観
光光
客客
やや
地地
元元
住住
民民
にに
危危
険険
がが
降降
りり
かか
かか

るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。
白白
髭髭
神神
社社
下下
むむ
かか
しし
道道

のの
整整
備備
をを
どど
うう
すす
るる
のの
かか
。。  

  

町
長
１
こ
の
町
道
は
「
小
丹
波
迂
回
線
」
と

い
う
路
線
名
で
あ
り
、古
里
駅
の
北
側
エ
リ

ア
に
居
住
す
る
小
丹
波
住
民
や
保
育
園
へ

の
送
迎
車
等
通
過
交
通
が
大
変
多
い
路
線

で
あ
る
。踏
切
山
側
に
は
家
屋
が
接
近
し
反

対
は
Ｊ
Ｒ
の
軌
道
敷
で
あ
り
用
地
の
確
保

が
必
要
。
地
域
住
民
の
安
心
安
全
、
不
便
さ

の
解
消
は
大
変
重
要
で
あ
る
。 

今
後
も
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
含
め
自
治
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
用
地
の
確
保
等
、包
括
的

に
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。 

町
長
２
奥
多
摩
む
か
し
道
は
山
側
の
岩
盤

の
風
化
が
著
し
く
、落
石
や
倒
木
な
ど
が
散

見
さ
れ
る
。町
で
は
常
態
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

点
検
を
実
施
し
道
路
の
上
部
・
下
部
の
斜
面

状
況
や
構
造
物
の
劣
化
・
破
損
、
排
水
状
況

の
点
検
・
確
認
を
し
て
む
か
し
道
の
安
全
確

保
、
機
能
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
境
地

区
に
あ
る
白
髭
神
社
の
先
、上
流
の
斜
面
の

落
石
防
護
網
の
設
置
を
予
算
化
し
工
事
発

注
し
た
。白
髭
神
社
下
も
継
続
的
に
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
す
る
。 

  

質質
問問
交交
通通
弱弱
者者
にに
関関
すす
るる
問問
題題
はは
喫喫
緊緊
のの

課課
題題
でで
ああ
るる
。。
①①
福福
祉祉
ワワ
ゴゴ
ンン
車車
をを
未未
使使
用用

時時
にに
無無
料料
でで
貸貸
しし
出出
せせ
るる
かか
。。
②②
可可
能能
のの
場場

合合
、、
条条
件件
やや
規規
約約
等等
はは
ああ
るる
かか
。。
③③
貸貸
しし
出出

しし
にに
伴伴
うう
運運
転転
者者
のの
たた
めめ
のの
福福
祉祉
車車
両両
運運

転転
講講
習習
会会
等等
はは
ああ
るる
かか
。。
町
長
①
こ
の
問
題

は
、
常
に
重
要
な
課
題
と
認
識
し
、
事
業
の

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
い
る
。「
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
は
、
高
齢
者
の
う
ち
通
院
が
困
難
な
方

に
必
要
な
送
迎
を
行
い
、も
っ
て
在
宅
高
齢

者
の
外
出
を
支
援
、閉
じ
こ
も
り
の
防
止
を

目
的
に
、
町
内
の
病
院
・
診
療
所
へ
の
送
迎

を
実
施
し
、
現
在
は
、
町
内
の
歯
科
へ
の
送

迎
も
含
め
対
応
。「
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業｣

は
、
心
身
の
健
康
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、町
外
の

医
療
機
関
へ
の
送
迎
や
買
物
等
の
支
援
も

含
め
、有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
と
し
て

実
施
。い
ず
れ
も
町
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

へ
事
業
を
委
託
し
て
お
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
に
は
、
連
携
は
欠
か
せ
な
い
。「
福

祉
ワ
ゴ
ン
車｣

は
、「
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
を
実
施
す
る
た
め
、
町
が
購
入

し
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
そ
の
管
理
も
含
め

た
委
託
の
10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
で
あ
る
。

町
福
祉
保
健
課
と
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
で
検
討
し
た
が
、懸
案
事
項
が
多
い
状
況
。

②
・
③
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
無
い
が
、

「
ワ
ゴ
ン
車
」貸
し
出
し
の
実
現
に
つ
い
て

は
、
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、「
福
祉
ワ
ゴ

ン
車
」
と
は
別
に
「
ワ
ゴ
ン
車
」
を
確
保
す

る
方
法
が
あ
る
が
、購
入
費
や
維
持
管
理
費

の
予
算
を
検
討
し
た
が
、解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
多
い
状
況
で
あ
る
。国
は
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
で
有
料
で

送
迎
す
る
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
を
加
速
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ

の
動
向
も
注
視
す
る
と
と
も
に
、町
と
し
て

は
、実
情
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
常
に
事
業
の
見

直
し
を
行
う
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
担
い

手
確
保
と
し
て
、町
内
事
業
者
単
位
で
協
力

を
い
た
だ
け
な
い
か
等
、様
々
な
検
討
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。  

問問  

１１
古古
里里
駅駅
東東
側側
踏踏
切切
山山
側側
のの
町町
道道
にに
つつ
いい
てて  

２２
境境
のの
白白
髭髭
神神
社社
下下
のの
「「
むむ
かか
しし
道道
」」
にに
つつ
いい
てて  

問問  

交交
通通
弱弱
者者
にに
つつ
いい
てて  

答 

懸
案
事
項
・
課
題
が
多
い
状
況
で
あ
る  

答 

１
Ｊ
Ｒ
と
協
議
や
自
治
会
の
協
力
で
解
決
を
模
索 

２
今
後
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
く  

自民党清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 

公明党 

宮野
みやの

 亨
とおる
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質質
問問
１１
古古
里里
駅駅
東東
側側
のの
すす
ぐぐ
近近
くく
にに
ＪＪ
ＲＲ

青青
梅梅
線線
のの
踏踏
切切
がが
ああ
るる
がが
、、
そそ
のの
踏踏
切切
をを
渡渡

るる
とと
ＴＴ
字字
路路
にに
なな
っっ
てて
おお
りり
、、
そそ
のの
町町
道道
はは

山山
側側
だだ
けけ
がが
非非
常常
にに
狭狭
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
。。  

ここ
のの
山山
側側
のの
地地
区区
にに
はは
保保
育育
園園
やや
おお
寺寺
がが

ああ
りり
多多
くく
のの
車車
がが
通通
行行
しし
てて
いい
るる
。。
まま
たた
、、

大大
型型
車車
もも
通通
行行
すす
るる
のの
でで
接接
触触
等等
のの
危危
険険

がが
ああ
りり
歩歩
行行
者者
もも
危危
険険
でで
ああ
るる
。。
古古
里里
駅駅
東東

側側
踏踏
切切
山山
側側
のの
狭狭
いい
町町
道道
のの
改改
修修
をを
どど
のの

様様
にに
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。  

質質
問問
２２
奥奥
多多
摩摩
むむ
かか
しし
道道
はは
春春
はは
桜桜
、、
秋秋
にに

はは
紅紅
葉葉
をを
楽楽
しし
むむ
奥奥
多多
摩摩
をを
代代
表表
すす
るる
ハハ

イイ
キキ
ンン
ググ
ココ
ーー
スス
でで
ああ
るる
。。
しし
かか
しし
境境
地地
区区

にに
ああ
るる
白白
髭髭
神神
社社
下下
付付
近近
のの
岩岩
盤盤
にに
亀亀
裂裂

がが
でで
きき
てて
いい
てて
危危
険険
をを
感感
じじ
てて
いい
るる
。。
町町
はは

定定
期期
的的
なな
パパ
トト
ロロ
ーー
ルル
やや
点点
検検
やや
清清
掃掃
、、
維維

持持
補補
修修
工工
事事
をを
実実
施施
すす
るる
とと
言言
っっ
てて
いい
るる

がが
、、
台台
風風
やや
大大
雨雨
のの
被被
害害
でで
崩崩
れれ
てて
しし
まま
いい

観観
光光
客客
やや
地地
元元
住住
民民
にに
危危
険険
がが
降降
りり
かか
かか

るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。
白白
髭髭
神神
社社
下下
むむ
かか
しし
道道

のの
整整
備備
をを
どど
うう
すす
るる
のの
かか
。。  

  

町
長
１
こ
の
町
道
は
「
小
丹
波
迂
回
線
」
と

い
う
路
線
名
で
あ
り
、古
里
駅
の
北
側
エ
リ

ア
に
居
住
す
る
小
丹
波
住
民
や
保
育
園
へ

の
送
迎
車
等
通
過
交
通
が
大
変
多
い
路
線

で
あ
る
。踏
切
山
側
に
は
家
屋
が
接
近
し
反

対
は
Ｊ
Ｒ
の
軌
道
敷
で
あ
り
用
地
の
確
保

が
必
要
。
地
域
住
民
の
安
心
安
全
、
不
便
さ

の
解
消
は
大
変
重
要
で
あ
る
。 

今
後
も
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
含
め
自
治
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
用
地
の
確
保
等
、包
括
的

に
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。 

町
長
２
奥
多
摩
む
か
し
道
は
山
側
の
岩
盤

の
風
化
が
著
し
く
、落
石
や
倒
木
な
ど
が
散

見
さ
れ
る
。町
で
は
常
態
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

点
検
を
実
施
し
道
路
の
上
部
・
下
部
の
斜
面

状
況
や
構
造
物
の
劣
化
・
破
損
、
排
水
状
況

の
点
検
・
確
認
を
し
て
む
か
し
道
の
安
全
確

保
、
機
能
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
境
地

区
に
あ
る
白
髭
神
社
の
先
、上
流
の
斜
面
の

落
石
防
護
網
の
設
置
を
予
算
化
し
工
事
を

発
注
し
た
。白
髭
神
社
下
も
継
続
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。 

  

質質
問問
交交
通通
弱弱
者者
にに
関関
すす
るる
問問
題題
はは
喫喫
緊緊
のの

課課
題題
でで
ああ
るる
。。
①①
福福
祉祉
ワワ
ゴゴ
ンン
車車
をを
未未
使使
用用

時時
にに
無無
料料
でで
貸貸
しし
出出
せせ
るる
かか
。。
②②
可可
能能
のの
場場

合合
、、
条条
件件
やや
規規
約約
等等
はは
ああ
るる
かか
。。
③③
貸貸
しし
出出

しし
にに
伴伴
うう
運運
転転
者者
のの
たた
めめ
のの
福福
祉祉
車車
両両
運運

転転
講講
習習
会会
等等
はは
ああ
るる
かか
。。
町
長
①
こ
の
問
題

は
、
常
に
重
要
な
課
題
と
認
識
し
、
事
業
の

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
い
る
。「
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
は
、
高
齢
者
の
う
ち
通
院
が
困
難
な
方

に
必
要
な
送
迎
を
行
い
、も
っ
て
在
宅
高
齢

者
の
外
出
を
支
援
、閉
じ
こ
も
り
の
防
止
を

目
的
に
、
町
内
の
病
院
・
診
療
所
へ
の
送
迎

を
実
施
し
、
現
在
は
、
町
内
の
歯
科
へ
の
送

迎
も
含
め
対
応
。「
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業｣

は
、
心
身
の
健
康
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、町
外
の

医
療
機
関
へ
の
送
迎
や
買
物
等
の
支
援
も

含
め
、有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
と
し
て

実
施
。い
ず
れ
も
町
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

へ
事
業
を
委
託
し
て
お
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
に
は
、
連
携
は
欠
か
せ
な
い
。「
福

祉
ワ
ゴ
ン
車｣

は
、「
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
を
実
施
す
る
た
め
、
町
が
購
入

し
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
そ
の
管
理
も
含
め

た
委
託
の
10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
で
あ
る
。

町
福
祉
保
健
課
と
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
で
検
討
し
た
が
、懸
案
事
項
が
多
い
状
況
。

②
・
③
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
無
い
が
、

「
ワ
ゴ
ン
車
」貸
し
出
し
の
実
現
に
つ
い
て

は
、
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、「
福
祉
ワ
ゴ

ン
車
」
と
は
別
に
「
ワ
ゴ
ン
車
」
を
確
保
す

る
方
法
が
あ
る
が
、購
入
費
や
維
持
管
理
費

の
予
算
を
検
討
し
た
が
、解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
多
い
状
況
で
あ
る
。国
は
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
で
有
料
で

送
迎
す
る
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
を
加
速
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ

の
動
向
も
注
視
す
る
と
と
も
に
、町
と
し
て

は
、実
情
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
常
に
事
業
の
見

直
し
を
行
う
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
担
い

手
確
保
と
し
て
、町
内
事
業
者
単
位
で
協
力

を
い
た
だ
け
な
い
か
等
、様
々
な
検
討
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。  

問問  

１１
古古
里里
駅駅
東東
側側
踏踏
切切
山山
側側
のの
町町
道道
にに
つつ
いい
てて  

２２
境境
のの
白白
髭髭
神神
社社
下下
のの
「「
むむ
かか
しし
道道
」」
にに
つつ
いい
てて  

問問  

交交
通通
弱弱
者者
にに
つつ
いい
てて  

答 

懸
案
事
項
・
課
題
が
多
い
状
況
で
あ
る  

答 

１
Ｊ
Ｒ
と
協
議
や
自
治
会
の
協
力
で
解
決
を
模
索 

２
今
後
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
く  

自民党清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお
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 亨
とおる
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問答

交
通
弱
者
に
つ
い
て

懸
案
事
項
・
課
題
が
多
い
状
況
で
あ
る

問答

１ 

古
里
駅
東
側
踏
切
山
側
の
町
道
に
つ
い
て

２ 

境
の
白
髭
神
社
下
の
「
む
か
し
道
」
に
つ
い
て

１ 

Ｊ
Ｒ
と
協
議
や
自
治
会
の
協
力
で
解
決
を
模
索

２ 

今
後
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
く

公明党

宮
み や の

野　　亨
とおる

議員



 1
   

質質
問問
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
でで
始始
まま
っっ
たた
師師
岡岡
町町
政政
、、

ココ
ロロ
ナナ
感感
染染
対対
策策
なな
どど
でで
大大
変変
ごご
苦苦
労労
ささ

れれ
たた
ここ
とと
とと
思思
うう
。。まま
たた
、、現現
在在
町町
にに
はは
、、

「「
人人
口口
減減
少少
」」
のの
波波
がが
押押
しし
寄寄
せせ
、、
今今
後後

のの
町町
のの
将将
来来
にに
対対
しし
てて
住住
民民
皆皆
ささ
んん
のの
関関

心心
もも
高高
くく
、、
不不
安安
をを
抱抱
いい
てて
いい
るる
方方
もも
多多

いい
ここ
とと
なな
どど
かか
らら
、、
師師
岡岡
町町
長長
へへ
のの
期期
待待

もも
大大
きき
いい
もも
のの
がが
ああ
るる
。。
そそ
ここ
でで
、、
次次
のの

２２
点点
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。
①①
師師
岡岡
町町
政政
のの
成成

果果
とと
課課
題題
はは
②②
町町
長長
選選
へへ
のの
出出
馬馬
とと
今今
後後

のの
町町
政政
運運
営営
へへ
のの
思思
いい
はは
。。  

町
長
①
成
果
は
、
感
染
対
策
に
お
け
る
万

全
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構
築
や
独

自
の
地
域
応
援
券
事
業
、
事
業
継
続
応
援

金
、
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

向
け
支
援
給
付
な
ど
、
住
民
及
び
各
種
事

業
者
の
生
活
支
援
・
運
営
支
援
に
資
す
る

事
業
の
展
開
。
そ
し
て
、
民
間
事
業
者
や

大
学
と
の
連
携
で
、
町
の
有
益
な
事
業
、

町
の
活
性
化
へ
の
取
組
み
が
始
め
ら
れ

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
課

題
は
、
冬
季
観
光
の
振
興
や
獣
害
対
策
な

ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
最
も

大
き
な
課
題
は
人
口
減
少
、
過
疎
化
で
あ

る
。
②
先
人
が
築
か
れ
た
こ
の
町
を
、
町

の
財
産
を
し
っ
か
り
継
承
し
、
改
め
て
今

あ
る
財
産
を
見
つ
め
直
し
、
発
展
さ
せ
る

べ
く
様
々
な
施
策
を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で

町
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

高
齢
者
の
皆
様
の
福
祉
政
策
に
も
全
力

で
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
定
住
対

策
の
推
進
と
と
も
に
、
関
係
人
口
、
多
彩

な
人
材
が
集
ま
る
町
を
創
っ
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
新
庁
舎
建
設
に
当
た

り
、
多
く
の
住
民
皆
様
、
議
員
皆
様
と
の

意
見
交
換
な
ど
の
経
験
を
活
か
し
、
開
か

れ
た
町
政
運
営
を
引
き
続
き
展
開
す
る
。

４
年
間
で
果
た
せ
な
か
っ
た
政
策
や
住

民
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た
め
自
ら
が
先

頭
に
立
ち
、
新
た
な
町
づ
く
り
に
責
任
を

持
っ
て
、
５
月
に
執
行
さ
れ
る
町
長
選
に

臨
む
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で

あ
り
、
引
き
続
き
町
政
の
か
じ
取
り
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

    

質質
問問
全全
国国
各各
地地
のの
自自
治治
体体
でで
はは
、、
投投
票票
にに  

いい
くく
のの
がが
困困
難難
なな
方方
いい
わわ
ゆゆ
るる
「「
投投
票票
弱弱  

者者
」」
にに
対対
しし
てて
支支
援援
体体
制制
をを
図図
るる
動動
きき
がが

近近
年年
高高
まま
っっ
てて
きき
てて
いい
るる
。。
奥奥
多多
摩摩
町町
でで

はは
、、
高高
齢齢
化化
率率
5522..11
％％
（（
令令
和和
５５
・・
1111
・・
１１

現現
在在
））
とと
なな
りり
、、
今今
後後
もも
高高
齢齢
者者
のの
増増
加加

がが
見見
込込
まま
れれ
るる
。。
高高
齢齢
者者
がが
投投
票票
所所
にに
行行

ここ
うう
とと
思思
っっ
てて
もも
、、
急急
峻峻
なな
地地
形形
のの
たた
めめ

坂坂
道道
がが
多多
くく
各各
投投
票票
所所
まま
でで
のの
距距
離離
がが
ああ

りり
、、
車車
のの
運運
転転
がが
でで
きき
なな
いい
たた
めめ
やや
むむ
なな

くく
「「
選選
挙挙
をを
棄棄
権権
」」
すす
るる
方方
がが
各各
地地
にに
いい

るる
とと
のの
事事
でで
ああ
るる
。。
全全
国国
各各
地地
のの
自自
治治
体体

でで
「「
投投
票票
弱弱
者者
」」
にに
対対
すす
るる
ささ
まま
ざざ
まま
なな

取取
りり
組組
みみ
がが
始始
まま
っっ
てて
いい
るる
。。
町町
民民
皆皆
様様

のの
大大
切切
なな
「「
一一
票票
」」
をを
無無
駄駄
にに
しし
なな
いい
たた

めめ
、、
まま
たた
、、
投投
票票
率率
向向
上上
にに
つつ
なな
がが
るる
たた

めめ
にに
もも
「「
移移
動動
期期
日日
前前
投投
票票
」」
等等
のの
設設
置置

をを
考考
ええ
てて
みみ
るる
ここ
とと
がが
必必
要要
とと
考考
ええ
るる
。。

「「
投投
票票
弱弱
者者
」」
にに
対対
すす
るる
支支
援援
体体
制制
にに
つつ

いい
てて
町町
のの
対対
応応
はは
。。  

  

町
長
近
年
の
選
挙
に
お
い
て
、
高
齢
化
、

人
口
減
少
に
よ
る
有
権
者
の
減
少
や
、
期

日
前
投
票
所
の
利
用
に
よ
り
、
当
日
の
投

票
所
で
の
投
票
者
数
の
減
少
な
ど
か
ら

投
票
所
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
期
日
前
投
票
所
は
全
て
の

選
挙
に
お
い
て
、
役
場
庁
舎
地
下
一
階
会

議
室
の
一
か
所
に
設
置
し
て
い
る
。
投
票

者
に
は
、
高
齢
者
な
ど
「
投
票
弱
者
」
の

方
も
い
る
が
、
役
場
本
庁
舎
に
は
エ
レ
ベ

ー
タ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

正
面
玄
関
に
は
車
椅
子
も
配
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
足
の
不
自
由
な
方
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
多
く
の
住
民
が
大
切
な
一
票
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
投
票
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
投
票
率
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、「
投
票
弱
者
」
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
選
挙
管
理
委
員

会
と
連
携
を
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。  
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政政
のの
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とと
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、、
今今
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のの
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政政
運運

営営
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いい
てて  

答 
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せ
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っ
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政
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や
ま
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く
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の
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め
引
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町
政
の
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質質
問問
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
でで
始始
まま
っっ
たた
師師
岡岡
町町
政政
、、

ココ
ロロ
ナナ
感感
染染
対対
策策
なな
どど
でで
大大
変変
ごご
苦苦
労労
ささ

れれ
たた
ここ
とと
とと
思思
うう
。。まま
たた
、、現現
在在
町町
にに
はは
、、

「「
人人
口口
減減
少少
」」
のの
波波
がが
押押
しし
寄寄
せせ
、、
今今
後後

のの
町町
のの
将将
来来
にに
対対
しし
てて
住住
民民
皆皆
ささ
んん
のの
関関

心心
もも
高高
くく
、、
不不
安安
をを
抱抱
いい
てて
いい
るる
方方
もも
多多

いい
ここ
とと
なな
どど
かか
らら
、、
師師
岡岡
町町
長長
へへ
のの
期期
待待

もも
大大
きき
いい
もも
のの
がが
ああ
るる
。。
そそ
ここ
でで
、、
次次
のの

２２
点点
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。
①①
師師
岡岡
町町
政政
のの
成成

果果
とと
課課
題題
はは
。。
②②
町町
長長
選選
へへ
のの
出出
馬馬
とと
今今

後後
のの
町町
政政
運運
営営
へへ
のの
思思
いい
はは
。。  

町
長
①
成
果
は
、
感
染
対
策
に
お
け
る
万

全
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構
築
や
独

自
の
地
域
応
援
券
事
業
、
事
業
継
続
応
援

金
、
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

向
け
支
援
給
付
な
ど
、
住
民
及
び
各
種
事

業
者
の
生
活
支
援
・
運
営
支
援
に
資
す
る

事
業
の
展
開
。
そ
し
て
、
民
間
事
業
者
や

大
学
と
の
連
携
で
、
町
の
有
益
な
事
業
、

町
の
活
性
化
へ
の
取
組
み
が
始
め
ら
れ

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
課

題
は
、
冬
季
観
光
の
振
興
や
獣
害
対
策
な

ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
最
も

大
き
な
課
題
は
人
口
減
少
、
過
疎
化
で
あ

る
。
②
先
人
が
築
か
れ
た
こ
の
町
を
、
町

の
財
産
を
し
っ
か
り
継
承
し
、
改
め
て
今

あ
る
財
産
を
見
つ
め
直
し
、
発
展
さ
せ
る

べ
く
様
々
な
施
策
を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で

町
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

高
齢
者
の
皆
様
の
福
祉
政
策
に
も
全
力

で
取
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
定
住
対

策
の
推
進
と
と
も
に
、
関
係
人
口
、
多
彩

な
人
材
が
集
ま
る
町
を
創
っ
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
新
庁
舎
建
設
に
当
た

り
、
多
く
の
住
民
皆
様
、
議
員
皆
様
と
の

意
見
交
換
な
ど
の
経
験
を
活
か
し
、
開
か

れ
た
町
政
運
営
を
引
き
続
き
展
開
す
る
。

４
年
間
で
果
た
せ
な
か
っ
た
政
策
や
住

民
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た
め
自
ら
が
先

頭
に
立
ち
、
新
た
な
町
づ
く
り
に
責
任
を

持
っ
て
、
５
月
に
執
行
さ
れ
る
町
長
選
に

臨
む
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で

あ
り
、
引
き
続
き
町
政
の
か
じ
取
り
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
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行
さ
れ
る
町
長
選
に

臨
む
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で

あ
り
、
引
き
続
き
町
政
の
か
じ
取
り
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

    

質質
問問
全全
国国
各各
地地
のの
自自
治治
体体
でで
はは
、、
投投
票票
にに  

いい
くく
のの
がが
困困
難難
なな
方方
いい
わわ
ゆゆ
るる
「「
投投
票票
弱弱  

者者
」」
にに
対対
しし
てて
支支
援援
体体
制制
をを
図図
るる
動動
きき
がが

近近
年年
高高
まま
っっ
てて
きき
てて
いい
るる
。。
奥奥
多多
摩摩
町町
でで

はは
、、
高高
齢齢
化化
率率
5522..11
％％
（（
令令
和和
５５
・・
1111
・・
１１

現現
在在
））
とと
なな
りり
、、
今今
後後
もも
高高
齢齢
者者
のの
増増
加加

がが
見見
込込
まま
れれ
るる
。。
高高
齢齢
者者
がが
投投
票票
所所
にに
行行

ここ
うう
とと
思思
っっ
てて
もも
、、
急急
峻峻
なな
地地
形形
のの
たた
めめ

坂坂
道道
がが
多多
くく
各各
投投
票票
所所
まま
でで
のの
距距
離離
がが
ああ

りり
、、
車車
のの
運運
転転
がが
でで
きき
なな
いい
たた
めめ
やや
むむ
なな

くく
「「
選選
挙挙
をを
棄棄
権権
」」
すす
るる
方方
がが
各各
地地
にに
いい

るる
とと
のの
事事
でで
ああ
るる
。。
全全
国国
各各
地地
のの
自自
治治
体体

でで
「「
投投
票票
弱弱
者者
」」
にに
対対
すす
るる
ささ
まま
ざざ
まま
なな

取取
りり
組組
みみ
がが
始始
まま
っっ
てて
いい
るる
。。
町町
民民
皆皆
様様

のの
大大
切切
なな
「「
一一
票票
」」
をを
無無
駄駄
にに
しし
なな
いい
たた

めめ
、、
まま
たた
、、
投投
票票
率率
向向
上上
にに
つつ
なな
がが
るる
たた

めめ
にに
もも
「「
移移
動動
期期
日日
前前
投投
票票
」」
等等
のの
設設
置置

をを
考考
ええ
てて
みみ
るる
ここ
とと
がが
必必
要要
とと
考考
ええ
るる
。。

「「
投投
票票
弱弱
者者
」」
にに
対対
すす
るる
支支
援援
体体
制制
にに
つつ

いい
てて
町町
のの
対対
応応
はは
。。  

  

町
長
近
年
の
選
挙
に
お
い
て
、
高
齢
化
、

人
口
減
少
に
よ
る
有
権
者
数
の
減
少
や
、

期
日
前
投
票
所
の
利
用
に
よ
り
、
当
日
の

投
票
所
で
の
投
票
者
数
の
減
少
な
ど
か

ら
投
票
所
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
期
日
前
投
票
所
は
全
て

の
選
挙
に
お
い
て
、
役
場
庁
舎
地
下
一
階

会
議
室
の
一
か
所
に
設
置
し
て
い
る
。
投

票
者
に
は
、
高
齢
者
な
ど
「
投
票
弱
者
」

の
方
も
い
る
が
、
役
場
本
庁
舎
に
は
エ
レ

ベ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

正
面
玄
関
に
は
車
椅
子
も
配
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
足
の
不
自
由
な
方
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
多
く
の
住
民
が
大
切
な
一
票
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
投
票
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
投
票
率
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、「
投
票
弱
者
」
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
選
挙
管
理
委
員

会
と
連
携
を
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。  

問問  

師師
岡岡
町町
政政
のの
成成
果果
とと
課課
題題
、、
今今
後後
のの
町町
政政
運運

営営
にに
つつ
いい
てて  

答 

果
た
せ
な
か
っ
た
政
策
や
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
引
き
続
き
町
政
の
か
じ
取
り
を  

問問  

当当
町町
のの
選選
挙挙
にに
おお
けけ
るる
「「
投投
票票
弱弱
者者
」」
にに
対対
すす

るる
支支
援援
体体
制制
にに
つつ
いい
てて  

答 

選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
を
し
な
が
ら
推
進

し
て
い
く 

山なみ会 

高橋
たかはし

 邦
くに

男
お

議員 

自民党清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 
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自民党清新会

原
はらしま

島　幸
ゆきつぐ

次議員

問答

問答

当
町
の
選
挙
に
お
け
る
「
投
票
弱
者
」
に
対
す
る

支
援
体
制
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
を
し
な
が
ら
推
進
し
て

い
く

師
岡
町
政
の
成
果
と
課
題
、
今
後
の
町
政
運
営

に
つ
い
て

果
た
せ
な
か
っ
た
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
引

き
続
き
町
政
の
か
じ
取
り
を

山なみ会

高
たかはし

橋　邦
く に お

男議員



 1  
質質
問問
１１
令令
和和
元元
年年
度度
よよ
りり
高高
齢齢
者者
等等
ごご

みみ
出出
しし
困困
難難
者者
支支
援援
事事
業業
がが
開開
始始
ささ
れれ
、、

利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
るる
方方
かか
らら
はは
感感
謝謝
ささ
れれ
てて

いい
るる
がが
、、
今今
後後
高高
齢齢
者者
がが
増増
加加
しし
利利
用用
者者

はは
増増
ええ
続続
けけ
るる
ここ
とと
がが
予予
想想
ささ
れれ
るる
。。  

①①
利利
用用
可可
能能
なな
対対
象象
がが
４４
項項
目目
設設
定定
ささ
れれ

てて
いい
るる
がが
、、
そそ
のの
比比
率率
はは
。。
②②
４４
年年
間間
のの

事事
業業
効効
果果
はは
。。
③③
町町
全全
体体
をを
戸戸
別別
収収
集集
しし

てて
ほほ
しし
いい
、、
とと
のの
声声
もも
聞聞
かか
れれ
るる
。。
町町
のの

所所
見見
はは
。。  

質質
問問
２２
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
でで
生生
理理
のの
貧貧
困困
がが
顕顕

在在
化化
しし
たた
ここ
とと
でで
全全
国国
のの
自自
治治
体体
でで
もも
公公

共共
施施
設設
やや
学学
校校
でで
生生
理理
用用
品品
のの
設設
置置
がが
ささ

れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
。。
生生
理理
現現
象象
にに
対対
しし

てて
負負
担担
をを
減減
らら
しし
、、
ささ
らら
にに
安安
心心
しし
てて
過過

ごご
せせ
るる
学学
校校
環環
境境
でで
ああ
っっ
てて
ほほ
しし
いい
。。  

①①
学学
校校
でで
のの
生生
理理
教教
育育
はは
。。
②②
学学
校校
のの
トト

イイ
レレ
にに
生生
理理
用用
品品
をを
設設
置置
すす
るる
ここ
とと
はは

可可
能能
かか
。。  

町
長
１
①
12
月
現
在
の
ご
み
出
し
困
難

者
は
53
世
帯
で
あ
る
。
ご
み
収
集
だ
け

で
な
く
、
声
か
け
に
よ
る
安
否
確
認
も
お

こ
な
っ
て
い
る
。
利
用
可
能
な
対
象
「
介

護
保
険
法
認
定
世
帯
」
は
34
世
帯
64
％
、

「
各
種
障
害
者
手
帳
認
定
者
世
帯
」
は
５

世
帯
９
％
、「
65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
て

い
る
世
帯
」
は
13
世
帯
25
％
、
そ
の
他

の
世
帯
は
１
世
帯
２
％
。
②
高
齢
者
の
利

便
性
や
福
祉
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る

効
果
が
あ
る
。
③
広
大
な
面
積
、
急
峻
な

地
形
や
狭
い
道
路
、
集
落
が
点
在
し
て
い

る
た
め
、
費
用
や
収
集
時
間
の
増
加
を
招

き
、
人
員
確
保
に
お
い
て
大
き
な
負
担
と

な
る
た
め
、
現
実
的
に
は
厳
し
い
。 

教
育
長
２
①
小
学
校
で
は
、
４
年
生
が
男

女
一
緒
に
保
健
の
授
業
で
学
習
。
高
学
年

は
移
動
教
室
前
に
生
理
教
育
を
行
っ
て

い
る
。
中
学
校
で
は
１
学
期
に
養
護
教
諭

か
ら
女
子
生
徒
全
員
に
説
明
。 

②
安
心
し
て
学
校
生
活
が
で
き
る
環
境

整
備
の
一
環
と
し
て
、
学
校
と
も
協
議
し

教
育
的
観
点
も
踏
ま
え
、
設
置
に
つ
い
て

よ
り
良
い
方
向
を
研
究
す
る
。 

 

  

質質
問問
商商
店店
・・
飲飲
食食
店店
のの
減減
少少
はは
住住
民民
にに
もも

観観
光光
客客
にに
もも
不不
便便
でで
ああ
りり
、、
町町
のの
課課
題題
とと

いい
ええ
るる
。。
店店
舗舗
のの
所所
有有
者者
やや
借借
りり
手手
のの
高高

齢齢
化化
がが
進進
めめ
ばば
、、
店店
舗舗
改改
修修
のの
たた
めめ
のの
経経

済済
的的
負負
担担
のの
回回
収収
のの
めめ
どど
がが
立立
ちち
にに
くく
くく

なな
るる
たた
めめ
、、
設設
備備
投投
資資
でで
きき
ずず
空空
きき
店店
舗舗

とと
なな
るる
可可
能能
性性
がが
ああ
るる
。。  

高高
齢齢
化化
しし
たた
所所
有有
者者
もも
店店
舗舗
改改
修修
等等
でで
きき

るる
補補
助助
制制
度度
とと
、、
空空
きき
テテ
ナナ
ンン
トト
をを
町町
内内

外外
にに
紹紹
介介
すす
るる
制制
度度
がが
ああ
れれ
ばば
、、
経経
営営
意意

欲欲
のの
向向
上上
やや
物物
件件
のの
売売
買買
・・
賃賃
貸貸
借借
のの
活活

発発
化化
なな
どど
がが
見見
込込
めめ
るる
。。  

①①
店店
舗舗
物物
件件
のの
購購
入入
・・
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
等等
のの

たた
めめ
のの
補補
助助
制制
度度
創創
設設
をを
。。
なな
るる
べべ
くく
年年

齢齢
制制
限限
なな
くく
、、
賃賃
貸貸
物物
件件
もも
対対
象象
にに
。。  

②②
物物
件件
所所
有有
者者
のの
不不
安安
をを
軽軽
くく
しし
流流
通通
をを

促促
すす
たた
めめ
、、
迅迅
速速
にに
買買
いい
手手
・・
借借
りり
手手
がが

見見
つつ
かか
るる
よよ
うう
店店
舗舗
物物
件件
をを
町町
内内
外外
にに
紹紹

介介
すす
るる
、、
空空
きき
テテ
ナナ
ンン
トト
ババ
ンン
クク
創創
設設
をを
。。 

町
長
①
「
小
規
模
事
業
者
等
進
出
に
係
る

優
遇
措
置
制
度
」
を
、
平
成
29
年
４
月
に

整
備
。
優
秀
な
技
術
・
人
材
を
も
つ
町
外  

事
業
者
の
移
転
促
進
の
た
め
、
町
が
管
理

す
る
空
家
、
空
地
、
遊
休
施
設
を
優
先
的

に
活
用
で
き
、
改
築
等
も
基
準
を
満
た
せ

ば
移
住
・
定
住
応
援
補
助
金
の
対
象
と
な

る
。
ま
た
、
若
者
定
住
対
策
の
中
で
、
新

し
く
お
店
を
開
業
し
た
い
、
空
き
店
舗
を

使
い
た
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
た
め
、

「
小
口
事
業
資
金
融
資
規
則
」
を
改
正
し
、

設
備
資
金
と
運
転
資
金
最
大
500
万
円
を
、

一
定
条
件
の
も
と
開
業
資
金
へ
の
融
資

制
度
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。 

今
後
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
に
よ
り
空
き
店
舗
の
増
加
も
考
え
ら

れ
る
。
第
６
期
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
、
現
状
把
握
、
提
案
の
補
助
制
度
の

内
容
を
含
め
、
事
業
者
支
援
策
を
検
討
し

て
い
く
。 

②
「
個
人
住
宅
兼
店
舗
併
用
型
」
が
多
く
、

空
き
店
舗
で
も
賃
貸
が
難
し
い
状
況
が

あ
る
。
現
在
の
空
家
バ
ン
ク
に
空
き
店
舗

情
報
の
掲
載
は
可
能
と
考
え
、
①
と
併
せ

検
討
し
て
い
く
。  

問問    

店店
舗舗
のの
改改
修修
補補
助助
をを 

 
 

店店
舗舗
版版
空空
きき
家家
ババ
ンン
クク
をを  

答 

第
６
期
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け 

事
業
者
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く 

ガジュマルの会 

相田
あいだ

恵美子
え み こ

議員 

どんぐり 

伊藤
いとう

 英人
ひでと

議員 

問問  

１１
高高
齢齢
者者
等等
ごご
みみ
出出
しし
困困
難難
者者
支支
援援
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

２２
学学
校校
のの
トト
イイ
レレ
にに
生生
理理
用用
品品
のの
設設
置置
をを  

答 

１
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
維
持
し
つ
つ
ご
み
出
し
困

難
者
支
援
事
業
を
拡
充 

２
学
校
と
協
議
す
る  
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問答

１ 

高
齢
者
等
ご
み
出
し
困
難
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

２ 

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を

１ 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
維
持
し
つ
つ
ご
み
出
し

困
難
者
支
援
事
業
を
拡
充　
２
学
校
と
協
議
す
る

どんぐり

伊
い と う

藤　英
ひ で と

人議員

問答

店
舗
の
改
修
補
助
を

店
舗
版
空
き
家
バ
ン
ク
を

第
６
期
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
事
業
者

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く

ガジュマルの会

相
あ い だ

田恵
え み こ

美子議員



 1  
質質
問問
１１
町町
でで
はは
、、
高高
齢齢
者者
のの
皆皆
様様
にに
住住
みみ

慣慣
れれ
たた
地地
域域
でで
自自
立立
しし
たた
生生
活活
をを
続続
けけ
てて

いい
けけ
るる
よよ
うう
、、
介介
護護
保保
険険
地地
域域
支支
援援
事事
業業

（（
介介
護護
予予
防防
事事
業業
））
とと
しし
てて
トト
ーー
タタ
ルル
的的

なな
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
実実
施施
しし
てて
いい
るる
。。  

①①
配配
食食
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
人人
数数
とと
年年
齢齢
、、

活活
動動
平平
均均
年年
数数
、、
年年
間間
報報
酬酬
はは
。。  

②②
食食
事事
療療
養養
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
現現
在在
のの
利利
用用
者者

人人
数数
とと
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
病病
状状
のの
治治
療療
食食
がが

対対
応応
可可
能能
かか
。。
以以
前前
配配
食食
をを
しし
てて
いい
たた
ここ

とと
がが
ああ
っっ
たた
よよ
うう
だだ
がが
、、
今今
後後
配配
食食
のの
検検

討討
はは
。。  

③③
ココ
ロロ
ナナ
後後
、、
各各
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム

のの
配配
食食
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
予予
定定
はは
。。  

質質
問問
２２
在在
宅宅
生生
活活
をを
ササ
ポポ
ーー
トト
すす
るる
シシ

スス
テテ
ムム
のの
人人
員員
とと
しし
てて
、、
集集
落落
支支
援援
員員
のの

導導
入入
がが
大大
きき
なな
力力
にに
なな
るる
とと
考考
ええ
らら
れれ
るる
。。

他他
のの
議議
員員
がが
複複
数数
回回
一一
般般
質質
問問
しし
たた
がが
、、

そそ
のの
後後
のの
進進
捗捗
状状
況況
等等
、、
導導
入入
検検
討討
にに
向向

けけ
てて
どど
のの
よよ
うう
なな
状状
況況
にに
ああ
るる
のの
かか
。。  

町
長
１
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
週
３
回
、
配

食
の
盛
り
つ
け
時
に
３
名
、
当
日
の
配
達

時
に
12
名
、
翌
日
の
配
食
ボ
ッ
ク
ス
回

収
時
に
２
名
、
年
齢
は
ほ
ぼ
65
歳
以
上

の
方
。
多
く
が
10
年
以
上
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
て
い
る
。
報
酬
は
配
達
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
年
額
２
万
６
千
４
百
円
。
回
収
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
年
額
３
万
９
千
６
百
円
。
委

託
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
支
払
。 

②
介
護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
低
栄

養
改
善
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病
、
高
血
圧

症
、
高
脂
血
症
等
の
生
活
習
慣
病
の
改
善

を
目
的
と
し
て
実
施
。
こ
れ
ま
で
奥
多
摩

病
院
で
食
事
を
す
る
形
態
で
の
利
用
。
現

在
、
利
用
者
が
い
な
い
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
配
食
の
形
態
も
必
要
で
あ
る
と
捉
え

今
後
検
討
し
て
い
く
。 

③
現
在
は
寿
楽
荘
及
び
琴
清
苑
で
実
施

し
て
い
る
。 

町
長
２
集
落
支
援
員
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
無
い
が
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ

ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
く
。 

    

質質
問問
１１
補補
聴聴
器器
購購
入入
補補
助助
をを
求求
めめ
るる
声声

がが
まま
すす
まま
すす
増増
ええ
てて
いい
るる
。。
①①
当当
町町
にに
おお

けけ
るる
加加
齢齢
性性
難難
聴聴
者者
のの
実実
態態
把把
握握
のの
進進
捗捗

状状
況況
はは
。。
②②
健健
康康
診診
断断
でで
のの
聴聴
力力
検検
査査
のの

実実
施施
のの
検検
討討
結結
果果
はは
。。
③③
改改
めめ
てて
補補
聴聴
器器

購購
入入
にに
対対
すす
るる
助助
成成
をを
行行
なな
うう
考考
ええ
はは
。。  

質質
問問
２２
生生
理理
用用
品品
はは
女女
性性
でで
ああ
れれ
ばば
誰誰

でで
もも
必必
要要
なな
もも
のの
。。
子子
どど
もも
たた
ちち
がが
、、
困困

っっ
たた
りり
、、
恥恥
ずず
かか
しし
いい
思思
いい
をを
すす
るる
ここ
とと

がが
なな
いい
よよ
うう
、、
小小
学学
校校
のの
高高
学学
年年
とと
中中
学学

生生
のの
女女
子子
トト
イイ
レレ
のの
個個
室室
にに
トト
イイ
レレ
ッッ
トト

ペペ
ーー
パパ
ーー
とと
同同
じじ
よよ
うう
にに
生生
理理
用用
品品
のの
配配

備備
をを
。。 

町
長
１
①
調
査
の
回
答
結
果
か
ら
、
特
に

85
歳
以
上
に
お
い
て
難
聴
の
方
が
多
い

も
の
の
、
そ
の
半
数
近
く
の
方
が
補
聴
器

を
購
入
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
新
た
に

把
握
し
、
町
と
し
て
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
た
。
②
国
民
健
康
保
険
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
健
康
診
査

は
、
町
内
と
青
梅
市
内
の
医
療
機
関
と
も

に
統
一
の
契
約
内
容
か
ら
、
町
独
自
に
聴

力
検
査
を
健
康
診
査
に
追
加
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
③
財
源
を
確
保
し
、
そ
の
継

続
性
も
十
分
担
保
し
た
上
で
、
慎
重
に
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
東
京
都
福
祉

局
高
齢
者
施
策
推
進
部
か
ら
同
局
の
予

算
要
求
段
階
で
は
あ
る
が
、
来
年
度
、
新

た
に
「
高
齢
者
聞
こ
え
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、
加
齢
性

難
聴
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
係
る
区

市
町
村
の
取
組
み
を
支
援
す
る
予
定
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
今
後
、
都
に

お
い
て
、
「
高
齢
者
聞
こ
え
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」
が
、
来
年
度
予

算
に
計
上
さ
れ
、
聴
力
検
査
の
実
施
や
補

聴
器
購
入
助
成
に
係
る
経
費
が
補
助
対

象
と
な
る
場
合
に
は
、
町
と
し
て
都
補
助

事
業
を
活
用
し
て
の
実
施
に
つ
い
て
、
よ

り
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。 

教
育
長
２
今
後
、
小
中
学
校
と
協
議
し
、

教
育
の
観
点
な
ど
も
踏
ま
え
、
設
置
に
つ

い
て
よ
り
良
い
方
法
を
研
究
す
る
。 

 

問問  

１１
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
担担
いい
手手
にに
つつ
いい
てて  

２２
奥奥
多多
摩摩
町町
暮暮
らら
しし
のの
安安
心心
ササ
ポポ
ーー
トト
にに
つつ
いい
てて  

答 

１
担
い
手
確
保
と
し
て
検
討
を
重
ね
て
い
る 

 

２
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
図
る  

問問  

１１
加加
齢齢
性性
難難
聴聴
者者
のの
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

２２
学学
校校
のの
女女
子子
トト
イイ
レレ
にに
生生
理理
用用
品品
をを  

答 

１
東
京
都
の
動
向
を
注
視
す
る 

２
設
置
に
つ
い
て
よ
り
良
い
方
法
を
研
究
す
る  

宇宙会 

森田
もりた

 紀子
のりこ

議員 

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

令和 6年 2月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 208 号（8）

問答

１ 

加
齢
性
難
聴
者
の
支
援
に
つ
い
て

２ 

学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

１ 

東
京
都
の
動
向
を
注
視
す
る

２ 

設
置
に
つ
い
て
よ
り
良
い
方
法
を
研
究
す
る

宇宙会

森
も り た

田　紀
の り こ

子議員

問答

１ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
い
手
に
つ
い
て

２ 

奥
多
摩
町
暮
ら
し
の
安
心
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

１ 

担
い
手
確
保
と
し
て
検
討
を
重
ね
て
い
る

２ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
図
る

日本共産党

大
おおさわ

澤由
ゆ か り

香里議員
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質質
問問
大大
丹丹
波波
会会
館館
はは
昭昭
和和
4400
年年
にに
建建
設設

ささ
れれ
、、
築築
5588
年年
をを
経経
過過
しし
老老
朽朽
化化
はは
見見
らら

れれ
るる
もも
のの
のの
３３
階階
にに
位位
置置
すす
るる
大大
丹丹
波波
会会

館館
はは
、、
必必
要要
なな
修修
繕繕
やや
行行
政政
にに
よよ
るる
補補
助助

制制
度度
にに
よよ
りり
維維
持持
管管
理理
ささ
れれ
てて
きき
たた
。。
大大

丹丹
波波
会会
館館
はは
地地
域域
住住
民民
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

活活
動動
のの
場場
とと
しし
てて
のの
役役
割割
とと
地地
域域
防防
災災
のの

拠拠
点点
とと
しし
てて
もも
中中
心心
的的
役役
割割
をを
持持
ちち
、、
安安

全全
・・
安安
心心
のの
よよ
りり
どど
ここ
ろろ
のの
施施
設設
でで
もも
ああ

るる
。。
ここ
のの
会会
館館
をを
支支
ええ
るる
鉄鉄
筋筋
ココ
ンン
クク
リリ

ーー
トト
造造
のの
２２
階階
層層
部部
分分
はは
、、
そそ
のの
構構
造造
かか

らら
管管
理理
がが
難難
しし
くく
今今
後後
予予
想想
ささ
れれ
るる
巨巨
大大

地地
震震
をを
想想
定定
すす
るる
とと
、、
住住
民民
利利
用用
者者
もも
一一

抹抹
のの
不不
安安
をを
抱抱
ええ
るる
状状
況況
でで
ああ
るる
。。
新新
しし

いい
補補
強強
工工
法法
なな
どど
もも
誕誕
生生
しし
選選
択択
肢肢
のの
幅幅

もも
広広
がが
っっ
てて
いい
るる
現現
状状
もも
含含
めめ
、、
ここ
れれ
らら

のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
どど
のの
様様
にに
考考
ええ
てて
いい
るる

のの
かか
問問
うう
。。  

①①
耐耐
震震
診診
断断
のの
実実
施施
やや
延延
命命
計計
画画
はは
ああ
るる

のの
かか
。。  

②②
安安
全全
なな
場場
所所
へへ
のの
移移
設設
計計
画画
はは
ああ
るる
のの

かか
。。  

  

      

町町
長長
①
大
丹
波
会
館
は
町
内
に
あ
る
生

活
館
で
は
、
最
も
古
い
建
物
で
あ
る
。 

ま
た
当
該
施
設
は
旧
耐
震
の
施
設
で
あ

り
、
町
内
の
生
活
館
の
う
ち
旧
耐
震
の
施

設
は
大
丹
波
会
館
を
含
め
８
か
所
あ
る
。 

な
お
、
旧
耐
震
基
準
で
は
、
震
度
５
強
程

度
の
揺
れ
で
も
建
物
が
倒
壊
せ
ず
と
設

定
さ
れ
て
い
る
。
重
要
路
線
以
外
の
建
築

物
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
耐
震
化
は
予
算

規
模
も
大
き
く
、
今
後
、
関
係
課
に
お
い

て
、
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
②
大
丹
波
会
館
の
立
地
す
る
地

域
は
土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
か
ら
除
外

さ
れ
て
お
り
、
町
内
で
は
貴
重
な
安
全
な

エ
リ
ア
と
な
る
。
現
状
で
は
、
移
設
の
計

画
は
な
い
が
、
１
点
目
の
質
問
事
項
も
含

め
、
地
元
自
治
会
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
他
自
治
会
の
生
活
館
の
状
況
な
ど
を

ふ
ま
え
、
町
と
し
て
の
方
針
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。 

    

                                                       

                                    

問問  

大大
丹丹
波波
会会
館館
にに
つつ
いい
てて  

答 
 

耐
震
化
は
関
係
各
課
で
検
討
し
て
い
き
た
い 

 

安
全
な
エ
リ
ア
に
あ
り
移
設
計
画
は
な
い  

自民党清新会 

榎戸
えのきど

 雄一
ゆういち

議員 

  
  

パパレレススチチナナ自自治治区区ガガザザ地地区区ににおおけけるる即即時時停停戦戦をを求求めめるる声声明明文文  
 パパレレススチチナナののイイススララムム組組織織ハハママススととイイススララエエルルのの大大規規模模衝衝突突にによよりり、、パパレレ

ススチチナナ自自治治区区ガガザザ地地区区ににおおいいてて深深刻刻なな人人道道的的危危機機にに直直面面ししてていいるる。。いいかかななるる

理理由由ががああっっててもも、、民民間間人人へへのの無無差差別別攻攻撃撃とと非非人人道道行行為為はは正正当当化化ででききなないい。。  
  本本議議会会はは、、ここのの人人道道的的危危機機をを一一刻刻もも早早くく止止めめるるたためめにに、、日日本本政政府府ををははじじめめ、、

すすべべててのの国国がが即即時時停停戦戦実実現現ののたためめ行行動動すするるここととをを求求めめるる。。  
令令和和５５年年１１２２月月  

東東京京都都奥奥多多摩摩町町議議会会  

令令和和６６年年元元日日にに発発生生ししたた能能登登半半島島地地震震にによよりりおお亡亡くくななりりにになならられれたた方方々々

にに謹謹んんでで深深いい哀哀悼悼のの意意をを表表すするるととととももにに被被災災さされれたた方方々々にに心心よよりりおお見見舞舞いい

申申しし上上げげまますす。。  
令令和和６６年年１１月月  

東東京京都都奥奥多多摩摩町町議議会会  

令令和和５５年年１１２２月月１１９９日日、、全全員員協協議議会会ででつつぎぎののととおおりり声声明明文文ををととりりままととめめままししたた。。  
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質質
問問
大大
丹丹
波波
会会
館館
はは
昭昭
和和
4400
年年
にに
建建
設設

ささ
れれ
、、
築築
5588
年年
をを
経経
過過
しし
老老
朽朽
化化
はは
見見
らら

れれ
るる
もも
のの
のの
３３
階階
にに
位位
置置
すす
るる
大大
丹丹
波波
会会

館館
はは
、、
必必
要要
なな
修修
繕繕
やや
行行
政政
にに
よよ
るる
補補
助助

制制
度度
にに
よよ
りり
維維
持持
管管
理理
ささ
れれ
てて
きき
たた
。。
大大

丹丹
波波
会会
館館
はは
地地
域域
住住
民民
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

活活
動動
のの
場場
とと
しし
てて
のの
役役
割割
とと
地地
域域
防防
災災
のの

拠拠
点点
とと
しし
てて
もも
中中
心心
的的
役役
割割
をを
持持
ちち
、、
安安

全全
・・
安安
心心
のの
よよ
りり
どど
ここ
ろろ
のの
施施
設設
でで
もも
ああ

るる
。。
ここ
のの
会会
館館
をを
支支
ええ
るる
鉄鉄
筋筋
ココ
ンン
クク
リリ

ーー
トト
造造
のの
２２
階階
層層
部部
分分
はは
、、
そそ
のの
構構
造造
かか

らら
管管
理理
がが
難難
しし
くく
今今
後後
予予
想想
ささ
れれ
るる
巨巨
大大

地地
震震
をを
想想
定定
すす
るる
とと
、、
住住
民民
利利
用用
者者
もも
一一

抹抹
のの
不不
安安
をを
抱抱
ええ
るる
状状
況況
でで
ああ
るる
。。
新新
しし

いい
補補
強強
工工
法法
なな
どど
もも
誕誕
生生
しし
選選
択択
肢肢
のの
幅幅

もも
広広
がが
っっ
てて
いい
るる
現現
状状
もも
含含
めめ
、、
ここ
れれ
らら

のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
どど
のの
様様
にに
考考
ええ
てて
いい
るる

のの
かか
問問
うう
。。  

①①
耐耐
震震
診診
断断
のの
実実
施施
やや
延延
命命
計計
画画
はは
ああ
るる

のの
かか
。。  

②②
安安
全全
なな
場場
所所
へへ
のの
移移
設設
計計
画画
はは
ああ
るる
のの

かか
。。  

  

      

町町
長長
①
大
丹
波
会
館
は
町
内
に
あ
る
生

活
館
で
は
、
最
も
古
い
建
物
で
あ
る
。 

ま
た
当
該
施
設
は
旧
耐
震
の
施
設
で
あ

り
、
町
内
の
生
活
館
の
う
ち
旧
耐
震
の
施

設
は
大
丹
波
会
館
を
含
め
８
か
所
あ
る
。 

な
お
、
旧
耐
震
基
準
で
は
、
震
度
５
強
程

度
の
揺
れ
で
も
建
物
が
倒
壊
せ
ず
と
設

定
さ
れ
て
い
る
。
重
要
路
線
以
外
の
建
築

物
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
耐
震
化
は
予
算

規
模
も
大
き
く
、
今
後
、
関
係
課
に
お
い

て
、
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
②
大
丹
波
会
館
の
立
地
す
る
地

域
は
土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
か
ら
除
外

さ
れ
て
お
り
、
町
内
で
は
貴
重
な
安
全
な

エ
リ
ア
と
な
る
。
現
状
で
は
、
移
設
の
計

画
は
な
い
が
、
１
点
目
の
質
問
事
項
も
含

め
、
地
元
自
治
会
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
他
自
治
会
の
生
活
館
の
状
況
な
ど
を

ふ
ま
え
、
町
と
し
て
の
方
針
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。 

    

                                                       

                                    

問問  

大大
丹丹
波波
会会
館館
にに
つつ
いい
てて  

答 
 

耐
震
化
は
関
係
各
課
で
検
討
し
て
い
き
た
い 

 

安
全
な
エ
リ
ア
に
あ
り
移
設
計
画
は
な
い  

自民党清新会 

榎戸
えのきど

 雄一
ゆういち

議員 

  
  

パパレレススチチナナ自自治治区区ガガザザ地地区区ににおおけけるる即即時時停停戦戦をを求求めめるる声声明明文文  
 パパレレススチチナナののイイススララムム組組織織ハハママススととイイススララエエルルのの大大規規模模衝衝突突にによよりり、、パパレレ

ススチチナナ自自治治区区ガガザザ地地区区ににおおいいてて深深刻刻なな人人道道的的危危機機にに直直面面ししてていいるる。。いいかかななるる

理理由由ががああっっててもも、、民民間間人人へへのの無無差差別別攻攻撃撃とと非非人人道道行行為為はは正正当当化化ででききなないい。。  
  本本議議会会はは、、ここのの人人道道的的危危機機をを一一刻刻もも早早くく止止めめるるたためめにに、、日日本本政政府府ををははじじめめ、、

すすべべててのの国国がが即即時時停停戦戦実実現現ののたためめ行行動動すするるここととをを求求めめるる。。  
令令和和５５年年１１２２月月  

東東京京都都奥奥多多摩摩町町議議会会  

令令和和６６年年元元日日にに発発生生ししたた能能登登半半島島地地震震にによよりりおお亡亡くくななりりにになならられれたた方方々々

にに謹謹んんでで深深いい哀哀悼悼のの意意をを表表すするるととととももにに被被災災さされれたた方方々々にに心心よよりりおお見見舞舞いい

申申しし上上げげまますす。。  
令令和和６６年年１１月月  

東東京京都都奥奥多多摩摩町町議議会会  

令令和和５５年年１１２２月月１１９９日日、、全全員員協協議議会会ででつつぎぎののととおおりり声声明明文文ををととりりままととめめままししたた。。  
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大大
丹丹
波波
会会
館館
はは
昭昭
和和
4400
年年
にに
建建
設設

ささ
れれ
、、
築築
5588
年年
をを
経経
過過
しし
老老
朽朽
化化
はは
見見
らら

れれ
るる
もも
のの
のの
３３
階階
にに
位位
置置
すす
るる
大大
丹丹
波波
会会

館館
はは
、、
必必
要要
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修修
繕繕
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行行
政政
にに
よよ
るる
補補
助助

制制
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にに
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維維
持持
管管
理理
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れれ
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たた
。。
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はは
地地
域域
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民民
のの
ココ
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ュュ
ニニ
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ィィ
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役役
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全全
・・
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のの
よよ
りり
どど
ここ
ろろ
のの
施施
設設
でで
もも
ああ

るる
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のの
会会
館館
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支支
ええ
るる
鉄鉄
筋筋
ココ
ンン
クク
リリ

ーー
トト
造造
のの
２２
階階
層層
部部
分分
はは
、、
そそ
のの
構構
造造
かか
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管管
理理
がが
難難
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くく
今今
後後
予予
想想
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が
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も
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自
治
会
の
状
況
を
確
認
し
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が

ら
、
他
自
治
会
の
生
活
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の
状
況
な
ど
、
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見
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し
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が
ら
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と
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の
方
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令和 6年 2月５日発行町 議 会 だ よ り第 208 号（9）
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大
丹
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に
つ
い
て

耐
震
化
は
関
係
各
課
で
検
討
し
て
い
き
た
い

安
全
な
エ
リ
ア
に
あ
り
移
設
計
画
は
な
い

自民党清新会

榎
えのきど

戸　雄
ゆういち

一議員
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Ｗ
Ｅ
Ｂ
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編 

集 

後 

記 

令
和
６
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に

謹
ん
で
深
い
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

十
一
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
三
か
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
人
議
員
と
し
て
初
め
て

の
議
会
を
経
験
し
、
ま
た
「
議
会
だ
よ
り
」
に

携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
百
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
百
年
で
生
活
は
発

展
し
た
も
の
の
地
震
や
自
然
災
害
は
容
赦
な

く
私
た
ち
の
日
常
を
壊
し
、
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
自
分
自
身
と
家
族
、
大
切
な
人
、
大
切

な
場
所
を
守
る
た
め
今
一
度
、
我
が
身
に
降

り
か
か
っ
た
ら
・
・
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
の
復
旧
と
復
興
が
一
日
も
早
く
進
む
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

榎
戸 

雄
一
（ 

記 

） 

伊
藤 

英
人 

相
田
恵
美
子 

 

澤
本 

幹
男 

高
橋 

邦
男 

 

 

 

  

33 月月定定例例会会等等日日程程（（予予定定））  
  

議議会会運運営営委委員員会会    22 月月 2222 日日（（木木））  
本本        会会        議議    33 月月  11 日日（（金金））  

33 月月  55 日日（（火火））  
33 月月  77 日日（（木木））一一般般質質問問  
33 月月  88 日日（（金金））予予算算特特別別委委員員会会  
33 月月 1133 日日（（水水））予予算算特特別別委委員員会会  
33 月月 1155 日日（（金金））  

陳陳情情受受付付期期間間    ２２月月１１５５日日（（木木））ままでで  
  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。  
詳詳細細はは、、下下記記ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（議議会会事事務務局局直直通通）） 

《お詫びと訂正》 

 町議会だより前号（第

207 号）４ページの賛否

が分かれた議案・陳情

の表内、「議案第３号～

議案第６号」は「陳情第

３号～陳情第６号」の誤

りです。 

お詫びして、訂正しま

す。 
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摩
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催
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Ｂ
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16
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32
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西
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摩
地
域
広
域
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政
圏

	

体
育
大
会
総
合
開
会
式
兼
前
夜
祭

17
日	

西
多
摩
市
町
村
議
長
意
見
交
換
会
・

	

懇
親
会

17
～
18
日　

古
里
小
学
校
展
覧
会

22
日	

例
月
出
納
検
査

23
日	

神
津
島
村
制
定
100
周
年
記
念
式
典

	

氷
川
小
学
校
創
立
150
周
年
記
念
学
習

	

発
表
会

27
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

第
１
回
臨
時
会
・
議
員
懇
談
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29
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第
67
回
町
村
議
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議
長
全
国
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19
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４
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協
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４
回
定
例
会

21
日	

例
月
出
納
検
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険
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22
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４
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30
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摩
上
下
水
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び
道
路
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協
議
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２
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員
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多
摩
地
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議
長
会
賀
詞
交
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31
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福
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本
松
市
議
会
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政
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察
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Ｂ
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7
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初
式

8
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を
祝
う
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10
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保
険
運
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協
議
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11
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議
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だ
よ
り
編
集
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員
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12
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郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会

13
日	
青
梅
警
察
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道
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催
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３
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摩
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・
分
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２
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青
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通
安
全
協
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事
新
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25
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例
月
出
納
検
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26
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青
梅
防
犯
協
会
役
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新
年
会

29
日	

議
員
研
修
視
察
（
檜
原
村
議
会　

他
）

1
日	

第
２
回
臨
時
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・
全
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協
議
会

9
日	

秋
の
交
通
功
労
者
等
表
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第
62
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旗
争
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伝
競
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11
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議
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運
営
委
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12
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歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
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福
祉
募
金

	

配
分
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13
日	

環
境
審
議
会

14
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身
体
障
害
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祉
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忘
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15
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西
多
摩
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会

	

理
事
会
・
懇
親
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11
月

1
月

12
月
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福
祉
協
会
忘
年
会 

15
日 

西
多
摩
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会 

理
事
会
・
懇
親
会 

19
日 

第
４
回
定
例
会
・
全
員
協
議
会 

20
日 

第
４
回
定
例
会 

21
日 

例
月
出
納
検
査 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

22
日 

第
４
回
定
例
会 

11

月月    

4
日 

仕
事
始
め
式  

5
日 

青
梅
商
工
会
議
所
新
年
賀
詞
交
歓
会 

7
日 

奥
多
摩
町
消
防
団
出
初
式 

8
日 

二
十
歳
を
祝
う
会 

10
日 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

11
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

12
日 
西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総 

会 

13
日 

青
梅
警
察
署
武
道
始
式
・
警
察
協
力

三
団
体
主
催
小
宴 

16
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進

協
議
会
（
第
３
委
員
会
） 

17
日 

西
秋
川
衛
生
組
合
新
議
員
事
業
説
明

会 秋
川
流
域
斎
場
組
合
新
議
員
事
業
説 

明
会 

18
日 

奥
多
摩
町
体
育
協
会
新
年
会 

19
日 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

消
防
団
正
副
団
長
・
分
団
長
新
年
会 

22
日 

東
京
都
三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議

会
第
２
部
会 

青
梅
交
通
安
全
協
会
理
事
新
年
会 

25
日 

例
月
出
納
検
査 

26
日 

青
梅
防
犯
協
会
役
員
新
年
会 

29
日  

議
員
研
修
視
察
（檜
原
村
議
会 

他
） 

30
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
２
委
員
会 

西
多
摩
地
区
議
長
会
賀
詞
交
歓
会 

31
日 

福
島
県
二
本
松
市
議
会
行
政
視
察 

 
 

 
 

 

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
） 

  
 

                    

編 

集 

後 

記 

令
和
６
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に

謹
ん
で
深
い
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

十
一
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
三
か
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
人
議
員
と
し
て
初
め
て

の
議
会
を
経
験
し
、
ま
た
「
議
会
だ
よ
り
」
に

携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
百
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
百
年
で
生
活
は
発

展
し
た
も
の
の
地
震
や
自
然
災
害
は
容
赦
な

く
私
た
ち
の
日
常
を
壊
し
、
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
自
分
自
身
と
家
族
、
大
切
な
人
、
大
切

な
場
所
を
守
る
た
め
今
一
度
、
我
が
身
に
降

り
か
か
っ
た
ら
・
・
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
の
復
旧
と
復
興
が
一
日
も
早
く
進
む
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

榎
戸 

雄
一
（ 

記 

） 

伊
藤 

英
人 

相
田
恵
美
子 

 

澤
本 

幹
男 

高
橋 

邦
男 

 

 

 

  

33 月月定定例例会会等等日日程程（（予予定定））  
  

議議会会運運営営委委員員会会    22 月月 2222 日日（（木木））  
本本        会会        議議    33 月月  11 日日（（金金））  

33 月月  55 日日（（火火））  
33 月月  77 日日（（木木））一一般般質質問問  
33 月月  88 日日（（金金））予予算算特特別別委委員員会会  
33 月月 1133 日日（（水水））予予算算特特別別委委員員会会  
33 月月 1155 日日（（金金））  

陳陳情情受受付付期期間間    ２２月月１１５５日日（（木木））ままでで  
  
会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。  
詳詳細細はは、、下下記記ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（議議会会事事務務局局直直通通）） 

《お詫びと訂正》 

 町議会だより前号（第

207 号）４ページの賛否

が分かれた議案・陳情

の表内、「議案第３号～

議案第６号」は「陳情第

３号～陳情第６号」の誤

りです。 

お詫びして、訂正しま

す。 

☃ 

令和 6年 2月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 208 号（10）


